
地質学雑誌　第124巻　第4号（通巻1471号）付録　平成30年4月15日発行（毎月1回15日発行）

日本地質学会

・ 第125年学術大会（札幌大会）予告

　　　　　 会期：2018年9月5日（水）〜 7日（金）

・ 2018年度第10回代議員総会

・ 第9回惑星地球フォトコンテスト審査結果　ほか
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撮影場所：青森県下北郡佐井村仏ヶ浦
審査委員長講評：仏ヶ浦は下北半島西部にあ
る景勝地で，2000万年前の海底火山噴火で
噴出した凝灰岩の侵食によってできた断崖・
尖塔が連なっている場所です．陸上・船から
多数の写真が撮影されています．今までに見
たことのないアングルで，この作品を最初に
見た時には仏ヶ浦とはわかりませんでした．
低い撮影姿勢で手前に凝灰岩を大きく，青空
と白雲の向こうの遠景には尖塔を配置してい
ます．手前の凝灰岩や遠景左側の岩は日陰で
すが，うまく露出をコントロールして，質感
を失わないようにしています．爽快感のあ
る，力強い作品です．（※今月号の表紙写真
です）

　このコンテストは今年で9年目を迎え，昨年とほぼ同数の
590点（内ジオ鉄20点，スマホ92点）の応募がありまし
た．応募数がこのように安定してきたのは，地学愛好者だ
けではなく，広く一般の写真愛好者にもジオフォトの分野
が認められてきたからでしょう．一般の写真愛好者からの
応募も本コンテストの趣旨をよく理解された力作が多く集
まり，今年は特に地元の人の頑張りが目立ちました．
　今年の入選や佳作作品では，適度なHDRなどの画像補正
をおこなって自然に見える作品が増えました．またスマホ
作品のクォリティの高さも目立ちます．スマホはコンパク
トデジカメと性能では見劣りがせず，卓越した機動性，位
置や撮影時刻などの記録性ではもっともすぐれたカメラと
なっています．スマホでは普段は気軽に，そして時には気
合いを入れての作品づくりを目指していただきたいと思い
ます．

（総評：審査委員長　白尾元理）

惑星地球フォトコンテスト審査結果第9回第9回 惑星地球フォトコンテスト審査結果

撮影場所：伊那市伊那谷三峰川
審査委員長講評：混濁というタイトルにふさわしく，一目見ただけでは
空中写真を見ているような，顕微鏡を覗いているような，不思議な雰囲
気をもった作品です．この作品ではスケールが不明ですが，これがかえ
って魅力となっています．正面から標本写真のように撮影したのも好感
が持てます．この作品はスマホで撮影したものです．

撮影場所：東牟婁郡古座川町小川　滝の拝
審査委員長講評：「滝の拝」とは変わった名前ですが，和歌山県古座川
にある小さな滝とその周辺のポットホールが多数ある河床のことです．
作者は滑らかに侵食された岩肌と水面に映った紅葉が新鮮に見えたよう
で，その部分のみを切り取って撮影しています．シンプルな画面構成に
センスの良さが感じられます．

優秀賞：「混濁」
写真：小山悠太（長野県）

優秀賞：「異様な光景」
写真：長谷　洋（和歌山県）日本地質学会創立 125周年記念賞：

「月に浮かぶ大瀬崎南火道」
写真：露木孝範（静岡県）

最優秀賞：「神の彫刻」
写真：白山健悦（青森県）

撮影場所：静岡県沼津市　大瀬崎南火道
審査委員長講評：伊豆半島の北西端には大瀬崎があり，その南500ｍに大
瀬崎火道があります．縦位置のこの作品では右半分に大きく大瀬崎火道の溶
岩を，その向こうには愛鷹山と富士山，そして沼津市の街明かりを配置し
ています．大瀬崎南火道に月光が当たる月齢や時間をよく計算された上で撮
影されたのでしょう．足場の悪い海岸を夜に歩いて行かなければなりません
が，勝手を知った地元の人ならでは作品です．

撮影場所：鹿児島県霧島市大浪池付近より（霧島ジ
オパーク）
審査委員長講評：霧島山新燃岳は，今年3月初旬
には噴火が活発となり，溶岩を噴出しました．この
作品はその直前に2011年の溶岩が火口を埋めて
いる様子をドローンで撮影したものです．溶岩の上
に堆積した火山灰，硫黄，水たまり，噴気が克明に
捉えられています．噴火が激しくなると立ち入り規
制が火口から2〜3kmと広がります．一方ドロー
ンは，原則として飛行できるのは目視できる範囲，
飛行高度は直下の地表から150ｍ以下と規制があ
るので，噴火中の撮影は困難が伴います．

ジオパーク賞：「新燃岳」
写真：山田宏作（鹿児島県）
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札幌大会　予告

日本地質学会第125年学術大会（札幌大会）予告

「イランカラプテ　−　地質学が拓く夢・未来」
2018年9月5日（水）〜 7日（金）

会場：北海道大学 高等教育推進機構 総合教育部

大会に関わるおもな申込締切

　日本地質学会は，北海道札幌市の北海道大学 高等教育推進機構棟にて，第125年学術大会（2018年札幌大会）を「イラン

カラプテ　−　地質学が拓く夢・未来」というテーマで9月5日（水）〜 7日（金），巡検を8日（土）〜 9日（日）に開催し

ます． 

　前回，北海道において開催された日本地質学会は第114年学術大会（2007年）で，今から11年前になります．約10年を経

て，記念すべき125周年大会が北海道で行われることは，北海道にとっても意味深い縁があります．2018年は，蝦夷地が開

拓され「北海道」と命名されて150年を迎える記念すべき年でもあるのです．テーマである「地質学が拓く夢・未来」は開

拓者精神あふれる，未来志向の北海道で開催する地質学会であることを表現しているものです．また，テーマにある「イラ

ンカラプテ」は比較的知られているアイヌのおもてなしの言葉で，簡単に訳すと「こんにちは」という意味ですが，それは

「あなたの心にそっとふれさせていただきます」というもっと深いニュアンスを含んだ，温かい思いが込められた合言葉な

のです．北の大地にて，このような温かいおもてなしで皆様をお迎えする予定でおります.

　北海道では，洞爺湖有珠山ジオパーク（洞爺湖町，伊達市等）とアポイ岳ジオパーク（様似町）がユネスコ世界ジオパー

クに認定されています．また，三笠ジオパークなど日本ジオパークに認定された地域が他に3箇所あります．北海道の地質

は，日高変成帯や神居古潭変成帯など南北方向に帯状配列が認められる地域であり，中央部の山岳地域や海岸沿いを中心に

地質学的に重要な火成岩・変成岩類の産状を示す露頭が数多く観察されます．また，蝦夷層群のような白亜系堆積層におい

てテクトニクス・古生物学・古環境学の研究が盛んに行われ，日本有数の白亜系地質学の活発なフィールドになっていま

す．本大会後半には，北海道各地を訪れる巡検が用意されていますので是非ご参加ください．

　また例年よりも1 〜 2週間早い時期の学術大会で観光シーズンの最盛期からは若干外れていますが，それでも初秋の北海

道は観光客が多く，さらに中国など海外からの観光客も増加していて, 宿が混みあうことが予測されます．お早めに宿を予

約されることを強くお勧めいたします.

　各種申込は，従来と同様の参加登録システムを利用します．お支払いは銀行振込またはクレジットカードによる支払いが

可能です．発表についても演題登録システムを利用したオンライン登録が可能です．なお，大会準備がスムーズに運ぶよ

う，締切日の厳守をお願いいたします．

　札幌大会に関する最新情報は，学会ホームページ（http：//www.geosociety.jp/）の「2018札幌大会HP」に掲載します．

オンライン（WEB） FAX・郵送の場合

演題登録・講演要旨投稿 6月13日（水）18時 6月6日（水）必着 p.（５）参照

大会参加，巡検，懇親会等 8月10日（金）18時 8月3日（金）必着 p.（７）参照

ランチョン・夜間小集会 6月6日（水） --- p.（８）参照

生徒「地学研究」発表会 7月13日（金） --- p.（３）参照

一次締切 最終締切

企業展示・書籍販売 7月13日（金） 8月3日（金） p.（９）参照
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日程：9月5日（水）15:30 〜 17:30（予定）
会場：北海道大学 高等教育推進機構 総合教育部 大講堂

（1）地質情報展2018北海道
　　 —明治からつなぐ地質の知恵—
日程：9月7日（金）〜 9日（日）入場無料
　　　9月7日（金）10:00 〜 17:00
　　　9月8日（土）10:00 〜 17:00
　　　9月9日（日）10:00 〜 16:00（時間はいずれも予定）
会�場：かでる2・7（北海道立道民活動センター：札幌市中

央区北2条西7丁目）
主�催：日本地質学会，産総研 地質調査総合センター
内�容：北海道の地質現象や地震，鉱山についてパネル，映

像，標本を使って展示・解説する「地質情報展2018北海
道」を開催します．化石レプリカ作成などの体験学習コ
ーナーなども用意し，実験や実演を通じて小学校入学前
のお子様から大人まで，楽しみながら「地質」を学んで
いただけるイベントです．ぜひ，「地質情報展2018北海
道」にご来場ください．

お�問い合せ先：産総研 地質調査総合センター 地質情報展
企画運営事務局

　TEL：029-861-3540
　E-mail：johoten2018-ML@aist.go.jp

（2�）市民講演会「動く大地のしくみを知り，地震・
津波災害に備える」

日時：9月8日（土）13:00 〜 15:00（事前申込不要）
会場：かでる2.7 大会議室（札幌市中央区北2条西7丁目）
概�要：北海道の代表的な山脈である日高山脈の形成・上昇

過程に関する講演や，深海底掘削による断層調査によっ
てわかってきた最新トピックスの講演，市民が大いに関
心を寄せていると思われる北海道周辺の地震活動につい
ての講演を行う

講演予定：
「山�脈はどうしてできる？—地質が示すヒマラヤ・日高山脈
の成り立ち—」在田一則（北海道大学大学院理学研究院
元教授，NPO法人北海道総合地質学研究センター研究
員）

「深�海底の断層を調べる—東北地方太平洋沖地震の断層すべ
りメカニズム—」亀田 純（北海道大学大学院理学研究
院地球惑星科学部門准教授）

「地�震はなぜ起こる？—北海道の地震とその災害—」高橋浩

メ�イン会場：北海道大学 高等教育推進機構 総合教育部（札
幌市北区北17条西8丁目）

ポスター会場：北海道大学 高等教育推進機構 総合教育部E棟
表�彰式・記念講演会：北海道大学 高等教育推進機構 総合

教育部 大講堂
125周年記念シンポジウム：同上
市�民講演会：かでる2.7（札幌市中央区北2条西7丁目 道民活

動センタービル）
地質情報展：同上

会場へのアクセス
新千歳空港から

（1）	 JR：新千歳空港駅とJR札幌駅を結ぶ快速エアポート
（片道1,070円）は，約15分間隔で運航されています．
所要時間36 〜 40分．

（2）	 高速バス（北海道中央バス・北都交通；片道1000円）：
札幌バスターミナル（JR札幌駅南口東 側）まで，約20
分間隔で運航されています．所要時間70 〜 80分．

JR札幌駅から
（1）	 地下鉄「北18条駅」下車徒歩5分
（2）	 徒歩で約25分

１．日　　程

２．会　　場

３．各賞表彰式・記念講演

4．普及行事・関連行事

日　程 行　事
9月3日（月）

〜 4日（火） プレ巡検（1泊2日）

9月4日（火） アウトリーチ巡検，実習プログラム

9月5日（水）
セッション発表（口頭，ポスター），
ランチョン，表彰式・記念講演会，懇
親会

9月6日（木）
セッション発表（口頭，ポスター），
ランチョン，夜間小集会, 
若手会員のための業界研究サポート, 
125周年国際シンポジウム

9月7日（金）
セッション発表（口頭，ポスター），
ランチョン，夜間小集会，
特別シンポジウム，生徒「地学研究」
発表会,（地質情報展）

9月8日（土） 市民講演会（地質情報展）
9月8日（土）

〜 9日（日）
巡検，アウトリーチ巡検（日帰り〜 1
泊2日のコースあり）

（北大高等教育推進機構総合教育部HPより）
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札幌大会　予告

晃（北海道大学大学院理学研究院附属地震火山研究観測
センター教授）

（3�）小さなEarth Scientistのつどい〜第16回小，
中，高校生徒「地学研究」発表会〜

　日本地質学会地学教育委員会では，地学普及行事の一環
として，地学教育の普及と振興を図ることを目的として，
学校における地学研究を紹介する「地学研究」発表会をお
こなっています．札幌大会でも，小・中・高等学校の地学
クラブの活動，および授業の中で児童・生徒が行った研究
の発表を募集いたします．札幌近郊，また北海道内の学校，
さらには全国の学校の参加をお待ちしています．会場は研
究者も発表するポスター会場内に，特設コーナーを用意い
たします．同時並行で研究者の発表も行われます．今大会
は都合により平日開催となるため児童・生徒の参加が難し
い学校も多くあると予想されます．その場合は，発表ポス
ターのみをお送りいただいても結構です．コアタイムの時
間は従来通り設けますが，審査は，昨年愛媛大会で採用さ
れたデジタルポスター審査を取り入れることとします（当
日表彰は行いません）．この会を通じて日頃の研究成果を披
露していただき，地質学，地球科学への理解が深まって，
未来を担う生徒たちの学習意欲への良い刺激と励みになる
ことを願っております．なお，参加証とともに，優秀な発
表に対しては上記デジタル審査のうえ，「優秀賞」などの賞
を授与いたします．またポスター毎に評価・コメント作成
し後日お送りします．
　下記の要領にて参加校を募集します．
1）	 日時：2018年9月7日（金）10:00 〜 17:00（コアタイムを

16:00頃予定）
2）	 場所：札幌大会ポスター会場（北海道大学 高等教育推

進機構棟）
3）	 参加対象
 ・	小，中，高校地学クラブならびに理科クラブ等の活動成

果の発表
 ・	小，中，高校の授業における研究成果の発表
 ・	活動，研究内容は地学的なもの（地質や気象などの地球

科学・環境科学，天文など）
4）参加申込締切：７月13日（金）
5）	 ポスター発表（ポスターサイズ：縦210cm×横90cm）

ポスターのほかに標本等を展示される場合には，パネル
の前に机を用意します．参加申し込みの際に，その旨を
記載して下さい．その場合はポスターの下側が隠れる事
をご了承下さい．当日参加する発表者は決められた時間

（および随時）ポスターの前に待機し説明をしていただ
きます．なお，今大会は平日開催のため，また遠隔地お
よび学校行事等のために児童・生徒が参加できない場合
は，ポスターのみをお送りいただいても結構です．

6）	 デジタル審査の方法：各校のポスターと講演要旨を一定
期間学会HP内（要ログインページ）にて閲覧できるよ
うにし，学会理事が各ポスターへの評価コメントを作成
します．それらのコメントも含めて審査委員が採点・評
価した後，地学教育委員会が審査結果を集計し，結果発
表を行います．後日各ポスター発表に対するコメントや
評価をお送りします．

7）	 参加費　無料（参加者・引率者とも），開催中の研究者
の発表，講演も聴くことができます．

8）	 派遣依頼　参加者・引率者については学校長宛，日本地
質学会より派遣依頼状を出します．

9）	 問い合わせ・申込先：所定の書式（学会HPよりダウン
ロード可）をFAXまたはe-mailで下記宛にお送り下さ
い．

　日本地質学会地学教育委員会（担当　三次）
　〒101-0032　東京都千代田区岩本町2-8-15 井桁ビル6F
　TEL：03-5823-1150　FAX：03-5823-1156
　e-mail：main@geosociety.jp

（4）アウトリーチ巡検
　一般市民の方を対象にアウトリーチ巡検を実施していま
す．今年は2コースを企画いたしました．定員に余裕がある
場合は，会員の参加も可能です．中学生以下が本コースに
参加する場合は，必ず保護者同伴でお申し込み下さい．な
お，バスや徒歩での移動に際し介助が必要な方への対応は
準備しておりませんのでご了承ください．

１．「街中ジオ散歩 in Sapporo：開拓使時代の川」
日時：2018年9月4日（火）11:00集合，16:00解散（予定）
見�学コース：11:00北大総合博物館→偕楽園→北大農学部→

北大植物園→16:00北1条通
募集人数：15名
案�内者：宮坂省吾（北海道総合地質学研究センター）・内山

幸二（山の手博物館）
参加費：1,000円
申込締切：8月10日（金）
詳細・申込方法：p.（8）巡検参加申込および，p.（21）巡
検コース一覧のHコースの欄をご参照下さい．申込は大会
HP内の専用申込サイトから．

２．「一億年時間旅行：三笠ジオパーク」
日時：2018年9月8日（土）8:30 〜 17:20
見�学コース：8:30北大総合博物館→9:45三笠市立博物館

→13:45旧住友奔別炭鉱→15:15三笠道の駅→17:20北大総
合博物館

募集人数：40名（最小催行人数17名）
案内者：下村　圭（三笠市役所）
参加費：5,300円
申込締切：8月10日（金）
詳細・申込方法：p.（8）巡検参加申込および，p.（21）巡
検コース一覧のIコースの欄をご参照下さい．申込は大会
HP内の専用申込サイトから．

（5�）実習プログラム「無人航空機を利用した数値
地表モデルの作成」

　地形・地質調査において幅広く活用されるようになって
きた無人航空機（UAV）について，地形モデルを作成する
までの一連の流れを実習形式で学びます．

北海道地すべり学会，北海道応用地質研究会 共催
日�程：2018年9月4日（火）11:00北大集合，17:00終了（予定）
主�な実習内容：［1］数値地表モデルを作成するための無人

航空機フライト見学［2］高精度GNSSによる測量実習
［3］三次元数値地表モデル作成ソフトウェアの使用実習

参加費：700円（予定）
講師：渡邊達也（北見工大）・山崎新太郎（京都大）
募集人数：16名（最小催行人数3名）
申込締切：8月10日（金）
申�込方法：大会HP内の専用申込フォームよりお申込下さ

い．
（注1�）参加費は当日徴収いたします．釣銭の要らぬようご

用意をお願いします．
（注2�）参加費に昼食代は含まれていません．学内の食堂を

利用いただくか，持参してください．
（注3�）巡検同様に，お申込後は取消料が発生します．取消
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料のほか実施に関する注意事項は，巡検に準じます．
本誌p.（21）をご参照ください． （6）若手会員のための業界研究サポート

　地質企業に興味のある学生・大学院生および指導にあた
っている教員の方々を対象とし，地質企業の現状や求める
人材について語り合う交流会を目的としています．詳細は，
大会プログラム号に掲載予定です．
日程：2018年9月6日（木）午後（予定）
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札幌大会　予告

講演申込に関するご案内
演題および原稿締切：6月13日（水）18:00（オンライン）

　シンポジウム，セッションとも演題登録・要旨投稿は札幌大会HPにアクセスし，オンライン入力フォームに従ってお申
込下さい．発表セッションや会場・発表日時等は行事委員会が決定し，７月上旬に通知します．やむを得ず郵送で申し込む
場合は，学会事務局までお問い合わせ下さい．発表申込書等必要な書式をお送りします．提出書類，要旨原稿をご準備の
上，6月6日（水）必着で学会事務局までお送り下さい．講演をされる方は，別途事前に大会参加登録も行って下さい．

5．シンポジウム

　今大会は，125周年記念国際シンポジウム「社会と地質
学」および特別シンポジウム「前進する北海道地殻構造解
明作業：テクトニクス研究の新たな展開へ」の２件のシン
ポジウムを開催します．
　シンポジウム発表は招待講演のみです．いずれの発表も
通常のセッション同様，締切までに演題登録・要旨投稿を
行って下さい．発表時間は世話人が決定します．シンポジ
ウム発表にはセッション発表における１人１件の制約（下
記）が及びませんので，シンポジウムで発表する会員は別
途セッションにも発表を申し込めます．また，世話人は会
員・非会員を問わず招待講演を依頼できます（締め切りま
した）．非会員招待講演者に限り参加登録費を免除します

（講演要旨集は付きません）．講演要旨はセッション発表と
同じ様式・分量です．p（6），（11）を参照して要旨を作成
して下さい．なお，国際シンポジウムの使用言語は英語で
す．

6．セッション発表の募集

　セッション発表を下記要領で募集します．

（1）セッションについて
　今大会では6件のトピックセッションと25件のレギュラー
セッション，およびアウトリーチセッションを用意します．
各セッションの詳細についてはp.（12）「シンポジウム・セ
ッション一覧」をご覧下さい．

（2）発表に関する条件・制約
1�）会員は，全32セッションのうち１つまたは複数（下記）
で発表することができます．原則，非会員は発表できませ
ん．発表を希望する非会員は6月6日（水）までに入会手続
きをして下さい（入会申込書が届くまで発表申込を受理し
ません）．共催団体の会員は共催セッションへの発表申込
が可能です．

2�）口頭発表あるいはポスター発表を1人1題申し込めます．
ただし，発表負担金（1,500円）を支払うことでもう１題

（最大2題）の申し込みが可能です．発表可能な組み合わせ
は下記を参照して下さい．

組み合わせ例
１件目 ２件目 申込可否 発表負担金

セッションA：口頭1件 セッションA：口頭1件
×

（申込不可）

セッションA：ポスター1件 セッションA：ポスター1件
×

（申込不可）

セッションA：口頭１件 セッションA：ポスター１件
○

（申込可）
+1,500円

セッションA：口頭１件 セッションB：口頭１件
○

（申込可）
+1,500円

セッションA：ポスター１件 セッションB：ポスター１件
○

（申込可）
+1,500円

　※�発表可能な形式の組み合わせは，招待講演も同様です
　※�これらの制約はアウトリーチセッションには適用しま

せん（後述）

3�）共同発表（複数著者による発表）の場合は，上記「１人
１題，ただし発表負担金支払いによりもう１題可」の制約
を発表者に対して適用します．その際，発表者は筆頭でな
くても構いません（筆頭者に会員・非会員等の条件はあり
ません）．講演要旨では，発表者氏名を下線（アンダーラ
イン）表示にして下さい．

（3）アウトリーチセッション
　このセッションは，会員による研究成果の社会への発信

（アウトリーチ）を学会として力強くサポートするために，
トピック・レギュラーと並ぶ第三のカテゴリーとして設け
られているものです．市民に対するアウトリーチ活動に関
心のある会員はぜひお申し込み下さい．
1�）トピック・レギュラーと同様の演題登録・要旨投稿が必
要です．要旨校閲（後述）もトピック・レギュラーと同様
に行います．要旨は講演要旨集に収録され，正式な学会発
表扱いになります．

2�）本セッションの発表には，上記の発表数に関するルール
（1人1題，ただし発表負担金を支払えばもう１題可）を適
用しません．例えば，レギュラーセッションで１題発表す
る会員がアウトリーチセッションでも発表する場合，発表
負担金はかかりません．ただし，同一発表者（＝発表申込
者）が本セッションで発表できるのは1題のみとします．

3�）ポスター会場には一般市民の方にも入場いただけるよう
できるだけ配慮します．

4�）市民には講演要旨のコピーを配布しますが，これとは別
に資料を独自に配布していただいても構いません（ただし
発表者負担）．

5�）スペース等の都合から，募集件数は10件程度とします．
募集件数を上回る応募があった場合は行事委員会が採否を
検討します．

6�）講演申し込み時に優秀ポスター賞のエントリーを希望す
れば優秀ポスター賞の選考対象になります．

（4）招待講演
　招待講演者をp.（12）「シンポジウム・セッション一覧」
およびp.（18）「セッション別招待講演の紹介」に示しまし
た．招待講演も期日までに一般発表と同様に演題登録・要
旨投稿が必要です．非会員招待講演者の場合は世話人が代
理でオンライン入力することも可能です．非会員招待講演
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者に限り参加登録費を免除します（講演要旨集は付きませ
ん）．また，招待講演は発表負担金の枠外として扱います．

（5）セッション発表申込の際の注意点
1�）発表方法は「口頭」「ポスター」「どちらでもよい」のい
ずれかを選択して下さい（アウトリーチセッションはポス
ターのみ）．締切後の変更はできません．会場の都合のた
め，発表方法（口頭・ポスター）の変更をお願いすること
があります．

2�）発表題目と発表者氏名は，登録フォームと講演要旨の両
方を一致させて下さい．

3�）発表希望セッションを必ず第2希望まで選んで下さい．
4�）関係する一連の発表があるときは，必要に応じて発表順
希望等をコメント欄に入力して下さい（ご希望に沿えない
場合があります）．

７．講演要旨（シンポ・セッション共通）

（1）講演要旨の投稿
　講演要旨はA4判１枚とし，PDFファイルのオンライン投
稿により受け付けます．印刷仕上がりは0.5ページ分です

（１ページに2件分を印刷）．原稿をそのまま版下とし，70％
程度に縮小印刷します．文字サイズ，字詰め，鮮明度等に
注意して下さい．やむを得ず郵送する場合は，オリジナル
か鮮明なコピーを１枚郵送して下さい．FAXやe-mailでの
投稿は受け付けません．※p.（11）のフォーマットを参照．
大会HPの「PDFファイルの作り方」，wordテンプレートも
あわせてご覧下さい．

（2）講演要旨の倫理責任と著作権管理
　本学会は，本学会出版物への投稿原稿に対して，その倫
理性について著作者が保証する「保証書」および著作権を
本学会へ譲渡することに同意する「著作権譲渡等同意書」
に署名捺印をして提出していただいております．学術大会
の講演要旨投稿では，オンライン画面上で「保証書」と

「著作権譲渡等同意書」の内容に同意していただいてから電
子投稿画面に進めるようになっています．

（3）講演要旨における文献引用
　引用した文献の情報を必ず記載して下さい．講演要旨で
は文献記載の簡略化が認められています．著者名，発表年，
掲載誌名など，文献を特定できる必要最低限の情報を明記
して下さい．

（4）講演要旨の校閲
　行事委員会は，すべての（招待講演を含む）講演要旨につ
いて，学会の目的ならびに倫理綱領（定款第４条）に反して
いないかという点について校閲を行います．校閲によりいず
れかの条項に反していると判断された場合，行事委員会は修
正を求めるか，あるいは発表申込を受理しないことがありま
す．行事委員会の措置に同意できない場合，発表申込者は法
務委員会（学会事務局気付）に異議を申し立てることができ
ます（異議申立てに関する詳細は大会HPに掲載）．

８．発表要領（シンポ・セッション共通）

（1）口頭発表
1�）セッションの発表時間は，招待講演を除き，トピック・
レギュラーとも１題15分です（討論時間3 〜 5分と演者交

代時間を含む）．シンポジウムの発表時間は世話人が決め
ます．発表者は討論時間を必ず確保して下さい．シンポ・
セッションが円滑に進むように次の注意点をよくご確認下
さい．

2�）発表はできるだけ会場備え付けのWindowsパソコン
（OSはWindows 10；PowerPoint 2007，2010，2013，2016
対応）をご使用下さい（ただし，Macご利用の方と動画を
使用する方はご自身のパソコンをご用意下さい）．プロジ
ェクター解像度は1024×768ドット（XGA）です．パワー
ポイント・ファイルをUSBフラッシュメモリで持参し，パ
ソコンにコピーして下さい（シンポ・セッション終了後，
世話人がファイルを削除します）．フォントは特殊なもの
ではなく，PowerPointに設定されている標準的なものを
使用して下さい．発表者は，シンポ・セッション開始前に
発表会場で正常に投影されることを確認して下さい．

3�）ご自身のパソコンで発表する方も，シンポ・セッション
開始前に発表会場において正常に接続・投影されることを
確認して下さい．事前に解像度（上記）の設定をご確認下
さい．会場の接続端子はD-sub15ピン（ミニ）です．パソ
コンによってはコネクタが必要になる場合がありますので
必ずご持参下さい（会場にはありません）．確認作業の混
雑とそれによる講演開始の遅れを防ぐため，早めの確認作
業をお願いします．なお，発表者が事前確認を怠ったため
に発表時にトラブルが生じても時間延長等の措置は取りま
せん．

（2）ポスター発表
1�）全てのポスターは１日間掲示できます．コアタイムでは
必ずポスターの説明を行って下さい．ポスター設置・撤去
等については本誌７月号掲載予定のプログラム記事をご覧
下さい．

2�）ポスターは必ず縦210cm，横90cm以内で作成して下さ
い．

3�）発表番号，発表タイトル，発表者名をポスターに明記し
て下さい．

4�）コンピューターによる演示等も許可しますが，機材等は
すべて発表者が準備して下さい．また，電源は確保できま
せんので，必要であれば予備のバッテリーを用意して下さ
い．発表申込の際に機器使用の有無や小机の必要性等をコ
メント欄に記入し，事前に世話人にもご相談下さい．

5�）運営規則第16条２項（8）により，優れたポスター発表
に対して「日本地質学会優秀ポスター賞」を授与します．
優秀ポスター賞はエントリー制です．エントリーを希望さ
れる発表者は，講演申込時に優秀ポスター賞エントリー希
望を選択してください．発表当日，エントリーされた講演
番号のボードに「エントリー講演」と書かれた紙が貼付し
てありますので，ご確認ください．この紙はポスター貼付
後も見える位置に貼付しておいてください．貼紙が見えな
い場合は審査の対象になりません．

（3）発表者の変更
　口頭，ポスター発表に関わらず，あらかじめ連記されて
いる共同発表者内での変更は認めますが，必ず事前に行事
委員会に連絡して下さい．この場合もセッション発表者に
ついては6項の（2）の条件を適用します．

（4）口頭発表の座長依頼
　各セッション会場の座長を発表者に依頼することがあり
ます．その際はご協力をお願いします．座長には，会場で
の司会進行および当日の講演キャンセルの確認などを行っ
ていただきます．
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札幌大会　予告

大会参加登録のご案内
申込締切：オンライン： 8 月10日（金）18:00，FAX・郵送： 8 月3日（金）必着

　参加登録に関わるお申込（参加，要旨集，巡検，懇親会，弁当）は，オンラインによる大会専用参加登録システム（会
員・非会員にかかわらずどなたでも申込可）をご利用の上，お申し込み下さい．
　郵送で申し込む場合は，学会事務局までお問い合わせ下さい．郵送用申込書等必要な書式をお送りします．提出書類をご
準備の上，8月3日（金）必着で学会事務局までお送り下さい．
　講演申込をされる方も別途忘れずに大会参加登録をして下さい．会員が同伴する非会員の家族等（以下，同伴者）につい
ても懇親会・巡検・お弁当については事前に申込が必要です．申込は，会員と同伴者の計2名まで一括申込が可能です．な
お，学会を通じての宿泊・交通手配の斡旋は行いません．宿泊や交通については各自で手配願います．

9．各種申込とお支払いについて
（1）申込方法
1）参加登録システム（オンライン）による申込
（申込締切：8月10日（金）18:00）

学会HPから「札幌大会ホームページ」の大会専用参加登
録システムへアクセスし，画面表示に従って入力をして
下さい．
支払方法などの詳細は，ホームページをご覧下さい．
2）FAX・郵送による申込
（申込締切：8月3日（金）必着）
　まずは学会事務局までお問い合わせ下さい．郵送用申込
書等必要な書式をお送りします．申込書類をご準備の上，8
月3日（金）必着で学会事務局までお送り下さい．お申込み
の際は，必ず申込書のコピーを各自で保管して下さい．

　申込締切後，名札・確認書・クーポン（一部の方）を発
送します（8月下旬発送予定）．大会開催10日前までには参
加者の皆様のお手元に届くようお送り致します．

　（注意）締切時点で入金確認が取れない場合：請求金額
は，「当日払い」の金額となり，未入金旨記載された確認書
のみが送付されます（名札・クーポンは送付されません）．
入金とクーポン発送が入れ違いの場合は，入金（振込）時
の控え等を会場にお持ち下さい．ご協力をお願い致します．

（2）申込後の変更・取消
1�）参加登録システム（オンライン）でお申込みの場合：締
切までの間は，大会登録専用HPから予約の変更・取消が
出来ます．締切後は直接学会事務局（東京）にFAX又は
e-mailにてご連絡下さい．

2�）FAX・郵送でお申込み場合：申込後に変更・取消が生
じた場合は，学会事務局（東京）にFAXまたはe-mailにて
ご連絡下さい．その際申込受付時に案内される「受付番
号」・「氏名」を必ず明記して下さい．

（3）取消に関わる取消料と返金について

※�申込項目により取消料が異なりますので，ご注意下さい．
※�いずれの場合も返金がある場合は，振込手数料を差し引

いた額をクレジットカード会社もしくは学会から返金し
ます．返金までに2 〜 3 ヶ月要する場合もありますので，
ご了承下さい．

10．参加登録費（講演要旨集付き）

※�参加費有料の方には必ず要旨集１冊が付きます．講演要
旨集が不要の場合でも割引はありません．

※�参加費無料の方は要旨集が付きません．ご希望に応じて
別途購入して下さい．

※�日本地質学会の会員資格は『正会員』のみであり，割引
会費の申請をした方についてのみ，割引会費が適用され
ています．

※�セッション共催団体会員の参加登録費は地質学会会員に
準じます．

締切日
（8/10）まで

大会3日前
（9/2）まで

大会2日前
（9/3）以降

参加登録費 0% 60% 100%

追加要旨 0% 60% 100%

懇親会 0% 100% 100%

弁　当 0% 50% 100%

巡　検 0% 50% 100%

事前申込 当日払い

正会員 7,500円 9,500円

院生割引会費適
用正会員 4,500円 6,500円

学部学生割引会
費 適 用 正 会 員・
名 誉 会 員・50年
会員・非会員学
部学生・非会員
招待者・同伴者

無料 無料
※�講演要旨

は付きま
せん

非会員（一般） 12,500円 15,000円

非会員（院生） 7,000円 9,500円
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11．講演要旨集の予約頒布

　参加費が無料の方など必要な方は，参加登録時に追加講
演要旨集の申込をして下さい．複数の講演要旨集を追加購
入頂くこともできます．受け取り方法には，（1）大会後に
送付（要別途送料＊）（2）会場で受取があります．大会へ
参加しない方も要旨のみ事前予約できます（大会後に送
付）．

※�送料＊：１冊　500円，２冊　600円，３冊　800円，４冊　
1,000円，５冊　1,200円

12．巡検参加申込

申込締切：
オンライン：8月10日（金）18:00

FAX・郵送：8月3日（金）必着

　総計9コースの巡検を計画しました（p.（21）参照）．
（1�）会員・非会員問わずお申込頂けます．
（2�）実施日程が異なる場合，複数の巡検コースへの申込を

行うことができます．
（3�）申込人数が各巡検コースの最小催行人員に達しなかっ

た場合，巡検を中止することがあります．
（4�）本学会ならびに札幌大会実行委員会は巡検参加者に対

し，巡検中に発生する病気，事故，傷害，死亡等に対す
る責任・補償を一切負いません．これらについては，巡
検費用に含まれる保険（国内旅行傷害保険団体型）の範
囲でのみまかなわれます．

（5�）集合・解散の場所，時刻などを変更することもありま
すので，大会期間中は掲示などの案内に注意して下さい．

（6�）中学生以下がアウトリーチ巡検に参加する場合は，必
ず保護者同伴でお申し込み下さい．なお，バスや徒歩で
の移動に際して介助が必要な方への対応は準備しており
ませんのでご了承ください．

（7�）アウトリーチ巡検以外の案内書は昨年同様，地質学雑
誌に掲載予定です（大会の前にお手元に届く号に掲載い
たします）．CD-ROMは作成しません．また，雑誌発行
と同時にJ-STAGE上で公開します．巡検参加者には，各
班の案内書のコピーを巡検当日に配布する予定です．

（8�）会期後，大会報告記事（ニュース誌11月号を予定）に
おいて，参加者氏名を掲載させて頂きます．あらかじめ
ご了承ください．

13．懇親会参加申込

日時：9月5日（水）19:00頃から2時間程度
会�場：キリンビール園（札幌市中央区南10条西1-1-60）
　地下鉄中島公園駅から徒歩2分．
　準備の都合上，前金制の予約参加とします．たくさんの
方々，特に院生・学生などの若手会員のご参加をお待ちし
ております．メインのジンギスカン料理をはじめ，各種料
理も用意いたします．また，懇親会中に，「よさこいソーラ
ン」の演舞を企画しております． 
　余裕があれば当日参加も可能ですが，予定数に達し次第
締切ります．当日会費は1,000円高くなります．

※�非会員の会費は会員に準じます．
※�締切後の参加取消の場合は会費の返却はいたしません．

ご了承下さい．p.（7）9項（3）参照．

14．お弁当予約販売

　9月5日（水）〜 7日（金）昼食用お弁当の予約販売をい
たします（１個700円，お茶付）．また講演会場に近い「北
大生協・北部食堂」の営業時間は10:00 〜 20:00です．

事前予約（/冊） 当日販売（/冊）

会　員 3,000円 4,000円

非会員 4,000円 5,500円 会　費

正会員 5,000円

院生割引会費，学部学生割引会費適用正会
員・名誉会員・50年会員，同伴者 3,000円
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札幌大会　予告

15．ランチョン開催の申込

開催予定：9月5日（水），6日（木），7日（金）（開催時間は
日によって多少異なります）
申込項目：（1）集会名称，（2）集会内容（50 〜 100字程度）

（3）世話人氏名・連絡先（メールアドレスと電話番号）（4）
予定人数（5）その他ご希望等（希望日程，プロジェクター
の使用希望など）

17．企業等団体展示・書籍販売・広告協賛の募集

申込締切：一次7月13日（金），最終8月3日（金）現地事務
局扱い
　企業等団体展示会，書籍・その他物品の販売ブース設置
を大会会期中に予定しています．また，講演要旨集の広告
協賛を募集致します．詳しくは大会ホームページまたは現
地事務局までお問い合わせ下さい．

18．大会へお子様をお連れになる方へ

　ご家族で学会に参加される会員で，大会期間中に保育施
設のご利用を希望される方には，学会からは保育料金の一
部を補助いたします．会場内には保育室を設けませんので，
市内の施設のご利用をお願いいたします．詳細は大会ホー
ムページをご参照ください．
　また，小学生以上のお子様をお連れになる予定で，学童
保育を希望される方は，別途学会事務局までご相談下さい．

19．実行委員会組織

委員長：竹下　徹
（TEL：011-706-4636, torutake@sci.hokudai.ac.jp）
事務局長：沢田　健

（TEL：011-706-2733, sawadak@sci.hokudai.ac.jp）
総務：亀田　純

（TEL：011-706-4642, kameda@sci.hokudai.ac.jp）
巡検・巡検案内書：川上源太郎

（TEL：011-747-2447, kawakami-gentaro@hro.or.jp）
現地事務局（（株）近畿日本ツーリスト北海道（内））担当：
山下（TEL：011-280-8855，FAX：011-251-2288，e-mail：
s-convention-1@or.knt-h.co.jp）

16．夜間小集会開催の申込

開催予定：9月6日（木），7日（金）18：00 〜 19：30
申込項目：（1）集会名称，（2）集会内容（50 〜 100字程度）

（3）世話人氏名・連絡先（メールアドレスと電話番号）（4）
予定人数（5）その他ご希望等（希望日程，プロジェクター
の使用希望など）

20．連絡先一覧

（1）日本地質学会行事委員会・地学教育委員会・
学会事務局
〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-8-15井桁ビル6F
TEL：03-5823-1150　FAX：03-5823-1156
e-mail：main@geosociety.jp

日本地質学会行事委員会（2018年4月現在）
委員長　岡田　　誠（層序部会兼務）
委　員　佐藤　大介（地域地質部会）
　　　　板木　拓也（海洋地質部会）
　　　　西田　尚央（堆積地質部会）
　　　　浅田　美穂（現行地質過程部会）
　　　　島津　　崇（石油石炭関係）
　　　　山本　由弦（構造地質部会）
　　　　上松佐知子（古生物部会）
　　　　長谷川　健（火山部会）
　　　　桑谷　　立（岩石部会）
　　　　野々垣　進（情報地質部会）
　　　　田村　嘉之（環境地質部会）
　　　　亀高　正男（応用地質部会）
　　　　田村　糸子（地学教育委員会）
　　　　竹下　欣宏（第四紀地質部会）
　　　　黒田潤一郎（環境変動史部会）
　　　　吉田　英一（地質環境長期安定性研究委員会）
　　　　中村謙太郎（鉱物資源部会）

（2）日本地質学会第125年学術大会　現地事務局
（株式会社近畿日本ツーリスト北海道(内)）
〒060-0003 札幌市中央区北3条西2丁目 日通札幌ビル6階
TEL：011-280-8855，FAX：011-251-2288
e-mail：s-convention-1@or.knt-h.co.jp
担当：山下
営業時間　月〜金曜9:00 〜 17:45 土日・祝日休み

会合のお申込
申込締切：6月6日（水）行事委員会扱い

　会合開催をご希望の場合は，必要な申込項目をe-mailで行事委員会宛に申し込んで下さい．開催日時のご希望には沿えな
い場合があります．また，世話人には，集会内容を大会報告記事（ニュース誌11月号を予定）に投稿していただきます（800
字以内，原稿締切は10月下旬を予定）

その他のご案内
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21．申込先と締切一覧

オンライン（WEB） FAX・郵送 申込先

講演申込（演題登録） 6月13日（水）18時 6月6日（水）必着 行事委員会/
講演申込システム p.（６）参照

講演要旨原稿提出 6月13日（水）18時 6月6日（水）必着 行事委員会/
講演申込システム p.（６）参照

大会参加登録 8月10日（金）18時 8月3日（金）必着 学会事務局/
参加申込システム p.（７）参照

懇親会，弁当 8月10日（金）18時 8月3日（金）必着 学会事務局/
参加申込システム p.（８）参照

追加講演要旨 8月10日（金）18時 8月3日（金）必着 学会事務局/
参加申込システム p.（８）参照

巡　検 8月10日（金）18時 8月3日（金）必着 学会事務局/
参加申込システム p.（８）参照

締切 申込先

生徒「地学研究」発表会 7月13日（金） --- 地学教育委員会 p.（３）参照

ランチョン・夜間小集会 6月6日（水） --- 行事委員会 p.（９）参照

一次締切 最終締切 申込先

広告協賛 --- 8月5日（金）18時 現地事務局
（近ツリ北海道） p.（９）参照

企業展示への出展 7月7日（金）18時 8月10日（木）18時 現地事務局
（近ツリ北海道） p.（９）参照

書籍・販売ブース 7月7日（金）18時 8月10日（木）18時 現地事務局
（近ツリ北海道） p.（９）参照
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※注意！！
　共同発表（複数の著者の発表）を行う場合は，発表者が分
かるように，発表者氏名に下線を引いて下さい．
　筆頭著者は会員・非会員を問いません．ただし，発表者（下
線の著者）は日本地質学会の会員でなければいけません（非
会員の招待講演者は除く）．

20mm

5． フォントの指定はありません．一般的で読み易いフォントを使用してください．

文字サイズは，縮小時に７ポイント以下にならないよう(目安）注意して下さい．

講演題目
地質太郎（××大学）・氏名２・（××大学）
氏名３（△△会社）
Title
Taro CHISHITSU (XX Univ.),　Name2 (XX Univ.)，
Name3（△△. Co.）

アカウント登録，

演題登録受付

アカウント（メールアドレス）の本登録を行いましたか？（確認メールに表示されているURLをクリック）
まずは、アカウント（メールアドレス）登録をおこないましょう．

（ダミーのPDFファイルをアップロードする）
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S1．125周年記念国際シンポジウム：社会と地質学
Geology for Society
世 話 人： ウ ォ リ ス　 サ イ モ ン*（ 東 京 大：swallis@eps.
s.u-tokyo.ac.jp），矢島道子（日本大），竹下　徹（北海道大）
Conveners: Simon Wallis*（Univ. of Tokyo）， Michiko 
Yajima（Nihon Univ.）， Toru Takeshita（Hokkaido Univ.）
　日本地質学会では，創立125周年にあたり，自然災害や環
境問題，資源・エネルギー問題といった社会的に関心の高
いグローバルな課題に対処するため，地質学が社会からの
期待に応える必要がある旨の見解をしめしている．そこで
本シンポジウムでは，日本地質学会と交流協定を結んでい
る海外5学会（韓国，台湾，タイ，モンゴル，ロンドン）か
ら講演者を招き，日本地質学会の代表講演者も含め，それ
ぞれの国・地域における，社会や産業，自然と地質学との
関りについて講演していただく．本シンポジウムのねらい
は，自然・社会環境が異なるそれぞれの地域において，社
会に対する地質学の貢献の実態を互いに確認し，今後世界
の地質学がどのような方向に進むべきかについての共通理
解を深めることである．
　On the occasion of the 125th anniversary of the 
founding of the Geological Society of Japan （JGS）, the 
Society has reaffirmed the need for geological studies to 
respond to societal needs and help tackle globally 
important issues such as natural disasters, environmental 
problems, natural resources, and energy. Our symposium 
follows this theme and representatives of the five 
Geological Societies with which the JGS has official 
exchange agreements—Korea, Taiwan （Geological Society 
Located in Taipei）， Thailand, Mongolia, and London—will 
join representatives of the JGS, to give presentations 
explaining the ways in which geological studies interact 
with society, industry and the natural world in their 
respective countries and geographic areas. The aim of 
this symposium is to examine the current state of how 

T1．文化地質学
Culture geology
世話人：鈴木寿志（大谷大：hsuzuki@res.otani.ac.jp）・鈴
木明彦（北海道教育大）・松田義章（北海道総合地質学研究
センター）・先山　徹（兵庫県立大）・大友幸子（山形大）
Convener：Hisashi Suzuki(Otani Univ.)・ Akihiko Suzuki 
(Hokkaido Univ. of Edu.)・ Yoshiaki Matsuda(Hokkaido 
Research Center of Geology)・ Tohru Sakiyama (Univ. of 
Hyogo)・Yukiko Ohtomo(Yamagata Univ.)
　文化地質学は人類の文化・文明が，地質とどのように関
わっているかを研究する学問分野である．いうなれば，人
と密接に関わる地質学ということができる．これまで過去3
回のトピックセッションにおいて，文化地質学に関する具
体的な研究成果が示されてきた．それらは以下のように総

geological studies contribute to society in areas with 
diverse natural and human environments and to deepen 
our mutual understanding of the directions in which 
geological studies need to develop in the future.

S2．特別シンポジウム：前進する北海道地殻構造解明作業
−テクトニクス研究の新たな展開へ
Advancing to unravel crustal structures of Hokkaido：
Towards new era for the research on tectonics
世話人：在田一則*（北海道総合地質学研究センター：
arita-kazu@frontier.hokudai.ac.jp）・竹下 徹 （北海道大）・
佐藤比呂志（東京大地震研）・横井　悟（石油資源開発株式
会社）・伊藤谷生（明治大学）
Conveners：Kazunori Arita*（Hokkaido Research Center 
of Geology）， Tohru Takeshita（Hokkaido Univ.）， Hiroshi 
Sato（Univ. of Tokyo）， Satoru Yokoi（JAPEX）， Tanio 
Ito（Meiji Univ.）
　北海道における膨大な地質学的研究成果は『北海道の地
質と構造運動』（地団研専報31号，1986年）や『日本地方地
質誌 北海道地方』（日本地質学会編，2010）などに集約さ
れている．一方，重力探査，電磁気学，屈折法地震探査な
どの地球物理学的調査の進展，稠密な自然地震観測網の構
築によるデータ蓄積に加えて，1990年代以降は反射法地震
探査などによって道東から中軸帯をへて日本海東縁に至る
地殻構造の解明作業も大きく前進している．
　本シンポジウムでは，それらの諸成果を基に構築される全
長約400kmの北海道トランセクトを提示し，地殻構造形成過
程からアクティブ・テクトニクスに至るまでの全体像を新し
い視点で多面的に描く．それは，北海道ならびに周辺のプレ
ート枠組，さらには地質構造についての既存の考え方に再検
討を迫るものとなろう．また，石油・天然ガスなどの資源探
鉱や防災活動に貢献するとともに，千島海溝を震源域とする
巨大地震についても議論を深めることを目指す．
　なお，シンポジウムに対応するポスター展示を行う予定．

括される．（1）地質を石材など資源として活用した事例研
究，（2）地質学史や人類史と絡めた研究，（3）地域の固有
文化との関わりを論じた研究，（4）博物館などでの普及・
教育実践についての研究，（5）地質に関わる文学の研究，

（6）山岳霊場など宗教との関わりを論じた研究．
　これまでの成果を受け，今年の札幌大会でも「文化地質
学」トピックセッションを開催したい．対象範囲はこれま
での内容に限定せず，文化・文明と地質の関わり，人・社
会の営みと地質の関わり，観光資源としての地質など，地
質学と人々との関わりについて論じたすべての研究発表を
歓迎する．

【招待講演予定者】児島恭子（札幌学院大：非会員）・百瀬　
響（北海道教育大：非会員）

シンポジウム・セッション一覧

※タイトル（和英），世話人氏名・所属，概要を示します．＊印は代表世話人（連絡責任者）です．
※発表申込については，p.（00）をご確認下さい．

シンポジウム：2件

トピックセッション：6件
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T2．モホ(地殻−マントル境界)を掘り抜いたオマーン掘削
プロジェクト［共催：日本鉱物科学会、日本火山学会］
Drilling into Moho: Oman Drilling Project
世 話 人： 田 村 芳 彦*（JAMSTEC：tamuray@jamstec.go.
jp）・高澤栄一（新潟大）・道林克禎（名古屋大）・森下知晃

（金沢大）・秋澤紀克（東京大）
Convener：Yoshihiko Tamura（JAMSTEC）・ Eiichi 
Takazawa（Niigata Univ.）・Katsuyoshi Michibayashi

（Shizuoka Univ.）・Tomoaki Morishita(Kanazawa Univ.)・
Norikatsu Akizawa（Univ. of Tokyo）
　2017年11月から12月にかけてICDPオマーン掘削プロジェ
クトPhase IIによってオマーン・オフィオライトの地殻−
マントル境界が掘り抜かれた．マスカットの南方，ワジタ
イン岩体のワジ・ジーブにおけるCM1A孔（全長400m）お
よびCM2A孔（全長300m）の掘削である．CM1A孔の上部
160mは層状ガブロを主体とし，局所的にかんらん石に富む．
160mが地殻-マントル遷移帯の上面とみられる．160-310m
は塊状のダナイトを主体とし，少量のガブロとウェールラ
イトを伴う．310mにおいてハルツバージャイトが出現し，
マントルセクション最上部に到達した．310mから362mま
でダナイトとマントルハルツバージャイトが交互に出現し，
362mから400mまでハルツバージャイトで構成されていた．
CM2A孔はCM1A孔の北400 mに位置する垂直孔で，全長
300mのコアが採取された．モホ遷移帯の最上部から掘削を
開始し，140mでマントルセクション最上部に到達した．
140-300 mは主にハルツバージャイトとダナイトからなり，
少量のガブロを伴う．下部地殻からマントルまでの連続的
なコアの採取は世界で初めてのことであり，モホと海洋地
殻の成因を解き明かすロゼッタストーンといえるだろう．
この快挙とその後のコアの記載・解析を速報する．

T3．日本列島の起源・成長・改変
The Japanese Islands: origin, growth & reform
世話人：磯崎行雄（東京大：isozaki@ea.c.u-tokyo.ac.jp）・
澤木佑介（東京大）・青木一勝（岡山理科大）
Convener：Yukio Isozaki (Univ. of Tokyo：isozaki@
ea.c.u-tokyo.ac.jp)・Yusuke Sawaki (Univ. of Tokyo) ・
Kazumasa Aoki (Okayama Univ. of Science) 
　最近5年間に日本列島に産する多様な造山帯岩石について，
ジルコンのU-Pb年代測定という新たな手法が導入され，構造
侵食による既存の地質体の消滅という従来とは大きく異なる
テクトニクス解釈の必要性が明らかになった．約５億年前ま
で遡る日本列島の地殻形成史前半の解明のためには，極めて
限定された地質学的証拠の探索が不可欠となる．新しい観点
／手法による本邦産の古期岩類の検討から，すでに複数の興
味深い新発見がもたらされている．例えば，これまで不明な
事柄が多かった古生代および中生代初期の花崗岩類や片麻岩
の詳細な年代が得られるようになり，東アジア縁辺における
具体的かつ正確なテクトニクスが議論できるようになった．
また比較的若い過去の造山帯産物がよく残存している白亜紀
以降の弧-海溝系についても，砕屑性ジルコン年代学の成果に
よって，前弧盆地，弧内盆地そして背弧盆地の分化過程など
を，より詳細に提示することが可能となり，新生代におきた
背弧域拡大（日本海の形成）についても，あらたな視点の導
入が不可欠となっている．これらの多様なテーマを内包する
本セッションでは，日本列島形成史の最新の描像を探る．

【招待講演者】土谷信高（岩手大：会員）・野田　篤（産総
研：会員）

T4．深海科学掘削50年，過去—現在—未来［共催：日本
地球掘削科学コンソーシアム（J-DESC） ］

50 years anniversary of deep-sea drilling program, Past, 
Present and Future
世話人：倉本真一（JAMSTEC地球深部探査センター：
s.kuramoto@jamstec.go.jp）・芦　寿一郎（東京大）・黒田
潤一郎（東京大大気海洋研）・辻　健（九州大工学研究院）・
森下知晃（金沢大）・諸野祐樹（JAMSTEC高知研）
Convener：Shin'ichi Kuramoto (JAMSTEC)・Juichiro 
Ashi（Univ. of Tokyo）・Junichiro Kuroda（Univ. of 
Tokyo）， Takeshi Tsuji (Kyushu Univ. )， Tomoaki 
Morishita（Kanazawa Univ.）， Yuki Morono（JAMSTEC）
　 深 海 科 学 掘 削 の 歴 史 は，DSDP（Deep Sea Drilling 
Project）から数えると今年で50年目となり，半世紀の歴史
を積み重ねてきた．極域を含む世界中の海域での深海掘削
により，地球科学の第一級の命題を解き明かしてきた．初
期の成果は，プレートテクトニクスの証明に始まり，グロ
ーバルからマクロまでの気候変動史，地震・津波発生場で
ある付加体構造や火山活動史などの解明に寄与してきた．
また海底下生命圏の研究も最近では盛んに行われるように
なってきた．ODPまでは1船体制で行ってきたが，2003年
からは３船体制で，様々な海域で地球深部までの掘削が行
われるようになった．半世紀にわたる深海掘削計画が続い
てきた理由は，仮説実証型のプロジェクトであり，物質科
学としてのアプローチが評価されてきた証でもある．地質
学が果たしてきた役割は非常に大きい．
　一方，過去の歴史を掘り起こすだけでなく，今を観測す
る試みも成果を上げてきている．掘削孔内での高精度の地
殻変動観測は，地質学と連携して様々な時間スケールでの
地球の動きを明らかにしようとしている．このように学際
的な広がりを見せる深海掘削の過去から現在までの成果を
概観し，今後の方向性や可能性などを提案・議論するセッ
ションとしたい．地質学会125周年記念大会が，深海掘削50
年の歴史と将来を俯瞰するメルクマールとなるであろう．

【招待講演者】平　朝彦（JAMSTEC：会員）・野木義史（国
立極地研：非会員）

T5．北海道とその周辺地域における地震・津波研究の最前線
Forefront of earthquake and tsunami studies in Hokkaido 
and the adjacent area
世話人：卜部厚志（新潟大：urabe@gs.niigata-u.ac.jp）・川
上源太郎（道総研）・加瀬善洋（道総研）
Convener： Atsushi Urabe（Niigata Univ.）・Gentaro 
Kawakami（Geol. Surv. Hokkaido）・Yoshihiro Kase（Geol. 
Surv. Hokkaido）
　近年，北海道から東北地方北部にかけての太平洋および
日本海沿岸域において，津波堆積物調査による履歴の解明
や波源モデルの構築が進められている．また，堆積物デー
タと波源モデルをつなぐための津波シミュレーションが精
力的に行われ，過去の地震・津波像を探る取り組みが続い
ている．一方，これらの研究成果は，地震活動の長期評価
や津波浸水想定の見直しといった，防災・減災対策上の基
礎資料として活用されている．本セッションでは，北海道
とその周辺地域（東北地方北部，津軽海峡沿岸域，千島列
島）における津波波源モデルの想定や津波履歴などについ
て，これまでの研究の到達点ならびに残された課題を議論・
整理する．また日本海東縁部の津波波源モデルや津波履歴
を考える上で鍵となる，ロシア沿海州における知見につい
ても整理する場としたい．さらに，内陸における地下構造
探査の成果などを含めて，北海道地域を取り巻く地震・津
波リスクなどについての議論にも発展させたい．

【招待講演者】谷岡勇市郎（北海道大：非会員），平川一臣
（北海道大：非会員）
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T6．泥火山と地球化学的・地質地形学的・生物学的関連現
象（提案：現行地質過程部会）
Mud Volcano and related Geochemical, Geological, 
Biological phenomena
世 話 人： 浅 田 美 穂（ 日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員・
JAMSTEC：asadam@jamstec.go.jp）・土岐知弘（琉球大）・
井尻　暁（JAMSTEC）・辻　健（九州大）
Convener： Miho Asada（JSPS Research Fellow ／
JAMSTEC）・Tomohiro Toki（Univ. Ryukyu）・Akira Ijiri

（JAMSTEC）・Takeshi Tsuji（Kyushu Univ.）
　世界各地から報告がある泥火山は地下深部起源の堆積物
と流体が地表まで上昇し形成する地形的特徴である．泥火
山は，地下から海洋への炭化水素や生命体の移動経路とし
て認識され，その発生起源深度から地表に至るまでの貴重
な物質と情報を我々にもたらす．我が国にあっては，地震
発生帯そのものの情報さえ持っている可能性がある．しか
し我が国では海域に多く存在する活動的泥火山のモニタリ

ングあるいは試料採取が困難である場合が多いために，周
辺の泥火山活動に関する理解が充分であるとは未だ言えず，
泥火山から地下の情報を利活用できる段階にはまだない．
　今回地質学会が開催される北海道は，新冠地方に我が国
最初の陸上泥火山が報告された場所であり，十勝沖地震に
反応したと考えられる泥火山活動が報告されているなど，
わが国の泥火山活動理解に向けて大変に重要な場所である．
泥火山は地下深部物質の「出口」であり且つ地下情報を切
り開く「入口」となる研究フロンティアであることを認識
し，泥火山から得られる地下深部情報を広範に利活用する
ための分野を超えた議論の場を持つために，本セッション
を提案する．泥火山研究のさらなる展開に貢献する，地球
化学，地形学，地球物理学，地下微生物学，堆積・層序学，
構造地質学，地盤工学など，多岐にわたる研究分野から国
内外および海域・陸域を問わず，泥火山・泥注入現象にか
かる新旧研究成果の報告を歓迎する．

【招待講演者】田近　淳（（株）ドーコン：会員）

　※（　）内は責任母体となる専門部会または委員会です．

R1．深成岩・火山岩とマグマプロセス（地質学会火山部
会・地質学会岩石部会）
Plutonic rocks, volcanic rocks and magmatic processes 
世話人：長谷川　健*（茨城大：takeshi.hasegawa.paul@
vc.ibaraki.ac.jp）・栗谷　豪（北海道大）
Conveners：Takeshi Hasegawa* (Ibaraki Univ.)・Takeshi 
Kuritani (Hokkaido Univ.)
　深成岩および火山岩を対象に，マグマプロセスにアプロ
ーチした研究発表を広く募集する．発生から定置・固結に
至るまでのマグマの物理・化学的挙動や，テクトニクスと
の相互作用について，野外地質学・岩石学・鉱物学・火山
学・地球化学・年代学など様々な視点からの活発な議論を
期待する．

R2．岩石・鉱物・鉱床学一般（岩石部会）
Petrology, mineralogy and economic geology
世 話 人： 宇 野 正 起*（ 東 北 大：uno@geo.kankyo.tohoku.
ac.jp）・大柳良介（JAMSTEC）
Conveners：Masaoki Uno* (Tohoku Univ.)・Ryosuke 
Oyanagi (JAMSTEC)
　岩石学，鉱物学，鉱床学，地球化学などの分野をはじめ
として，地球・惑星物質科学全般にわたる岩石及び鉱物に
関する研究発表を広く募集する．地球構成物質について多
様な研究成果の発表の場となることを期待する．データ科
学など新たなアプローチによる研究も歓迎する．

【招待講演予定者】木村純一（JAMSTEC：会員）・辻森　
樹（東北大：会員）

R3．噴火・火山発達史と噴出物（火山部会）
Eruption, volcanic evolution and volcanic products
世話人：長井雅史*（防災科研：mnagai@bosai.go.jp）・長
谷川　健（茨城大）
Conveners：Masashi Nagai* (NIED)・Takeshi Hasegawa 
(Ibaraki Univ.)
　火山地質ならびに火山現象のモデル化に関し，マグマや
熱水流体の上昇過程，噴火様式，噴火経緯，噴出物の移動・
運搬・堆積，各火山あるいは火山地域の発達史，火山活動

とテクトニクス・化学組成をはじめとする，幅広い視点か
らの議論を期待する．

R4．変成岩とテクトニクス（岩石部会）
Metamorphic rocks and tectonics
世 話 人： 吉 田 健 太*（JAMSTEC：yoshida_ken@jamstec.
go.jp）・足立達朗（九州大学）・田口知樹（京都大学）
Conveners：Kenta Yoshida* (JAMSTEC)・Tatsuro 
Adachi (Kyushu Univ.)・Tomoki Taguchi (Kyoto Univ.)
国内および世界各地の変成岩を主な対象に，記載的事項か
ら実験的・理論的考察を含め，またマイクロスケールから
大規模テクトニクスまで，様々な地球科学的手法・規模の
視点に立った斬新な話題提供と活発な議論を期待する．

【招待講演予定者】榎並正樹（名古屋大学：会員）

R5．地域地質・地域層序・年代層序（地域地質部会・層序
部会）
Conveners：Regional geology and strat igraphy, 
chronostratigraphy
世 話 人： 松 原 典 孝* （ 兵 庫 県 立 大：matsubara-n@stork.
u-hyogo.ac.jp）・納谷友規（産総研）・佐藤大介（産総研）
Noritaka Matsubara* (Univ. Hyogo)・Tomonori Naya 
(AIST)・Daisuke Sato (AIST)
国内外を問わず，地域の地質や層序，および年代層序に関
連した発表を広く募集する．地質図，年代，地球化学，分
析，リモセン，活構造，地質調査法等の様々な内容の発表
を歓迎し、地域を軸にした討論を期待する．

R6．ジオパーク［一般公開］（地域地質部会・ジオパーク
支援委員会）
Geopark
世話人：天野一男*（日本大：ikap@cap.ocn.ne.jp）・高木秀
雄（早稲田大）
Conveners：Kazuo Amano* (Nihon Univ.)・Hideo Takagi 
(Waseda Univ.)
ジオパークの活動はますます盛んになり，広辞苑第七版に
も項目として取り上げられるほど，社会での認知度も高ま
っている．今年度は，「地形地質遺産の価値を高める活動」，

「保全・展示する活動」，「価値を文理融合的にとらえた例」

レギュラーセッション：25件
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などをテーマとした講演を中心に募集する．もちろん，こ
のテーマに直接関連しない自由な講演も歓迎する．

R7．グリーンタフ（地域地質部会・層序部会）
Green tuff
世話人：天野一男*(日本大：ikap@cap.ocn.ne.jp)・松原典孝

（兵庫県立大）・細井　淳（産総研）
Conveners：Kazuo Amano* (Nihon Univ.)・Noritaka 
Matsubara (Univ. Hyogo)・Jun Hosoi (AIST)
日本海拡大に伴ったグリーンタフは陸弧から島弧への日本
列島の進化過程解明のための鍵となる．本セッションはグ
リーンタフを中心に，古〜新第三系に関する地域地質学的
な話題からグローバルな話題まで，分野を限らず歓迎する．

R8．海洋地質（海洋地質部会）
Marine geology
世話人：芦　寿一郎*（東大大気海洋研：ashi@aori.u-tokyo.
ac.jp）・小原泰彦（海上保安庁）・板木拓也（産総研）
Conveners：Juichiro Ashi* (AORI, Univ. of Tokyo)・
Yasuhiko Ohara (JCG)・Takuya Itaki (AIST)
海洋地質に関連する分野（海域の地質・テクトニクス・変
動地形学・海域資源・堆積学・海洋学・古環境学・陸域地
質での海洋環境変遷研究など）の研究発表を募集する．調
査速報・海底地形地質・画像データなどのポスター発表も
歓迎する．

【招待講演予定者】多田隆治（東京大学：会員）・池原　実
（高知大学：会員）

R9．堆積物（岩）の起源・組織・組成（堆積地質部会）
［共催：日本堆積学会・石油技術協会探鉱技術委員会・日本
有機地球化学会］
Origin, texture and composition of sediments
世話人：太田　亨*（早稲田大：tohta@toki.waseda.jp）・野
田　篤（産総研） 
Conveners：Tohru Ohta* (Waseda Univ.)・Atsushi Noda 
(AIST)
砕屑物の生成（風化・侵食・運搬）から堆積岩の形成（堆
積・沈降・埋積・続成）まで，組織（粒子径・形態）・組成

（粒子・重鉱物・化学・同位体・年代）・物性などの堆積物
（岩）の物理的・化学的・力学的性質を対象とし，その起
源・形成過程・後背地・古環境や地質体の発達史を議論す
る．太古代の堆積岩から現世堆積物まで，珪質岩・火山砕
屑岩・風成塵・リン酸塩岩・蒸発岩・有機物・硫化物など
についての研究も歓迎する．

R10．炭酸塩岩の起源と地球環境（堆積地質部会）［共催：
日本堆積学会・石油技術協会探鉱技術委員会・日本有機地
球化学会］
Origin of carbonate rocks and related global environments
世 話 人： 足 立 奈 津 子*（ 大 阪 市 大：adachi@sci.osaka-cu.
ac.jp）・白石史人（広島大）・山田　努（東北大）
Conveners：Natsuko Adachi* (Osaka City Univ.)・Fumito 
Shiraishi (Hiroshima Univ.)・Tsutomu Yamada (Tohoku 
Univ.)
炭酸塩岩・炭酸塩堆積物の堆積作用，組織，構造，層序，
岩相，生物相，地球化学，続成作用，ドロマイト化作用な
ど，炭酸塩に関わる広範な研究発表を募集する．また，現
世炭酸塩の堆積作用・発達様式，地球化学，生物・生態学
的な視点からの研究発表も歓迎する．

【招待講演予定者】渡邊　剛（北海道大学：会員）

R11．堆積過程・堆積環境・堆積地質（堆積地質部会・現
行地質過程部会）［共催：日本堆積学会・石油技術協会探鉱
技術委員会・日本有機地球化学会］
Sedimentary geology, processes and environments
世話人：酒井哲弥*（島根大：sake@riko.shimane-u.ac.jp）・
松本　弾（産総研）・浅田美穂（日本学術振興会特別研究
員・JAMSTEC）
Conveners：Tetsuya Sakai* (Shimane Univ.)・Dan 
Matsumoto (AIST)・Miho Asada (JAMSTEC)
野外観察や室内実験によって堆積粒子の挙動や堆積物形成
過程について検討した研究や，堆積物の運搬・堆積過程の
観測結果，堆積物が形成される場としての環境（砂丘を含
む風成環境，湖沼，河川，沿岸，陸棚，深海など）の特徴
について，堆積学的手法や各種分析・測定によって検討し
た研究を広く募集する．また，露頭観察や得られた試資料
に基づく堆積システムあるいは地層形成のダイナミクスに
関する研究も歓迎する．

【招待講演予定者】成瀬　元（京都大学：会員）

R12．石油・石炭地質学と有機地球化学（石油石炭関係・
堆積地質部会）［共催：石油技術協会探鉱技術委員会・日本
有機地球化学会・日本堆積学会］
Geology and geochemistry of petroleum and coal
世話人：千代延俊*（秋田大：chiyo@gipc.akita-u.ac.jp）・ 
島津　崇（石油資源開発）・三瓶良和（島根大）
Conveners：Shun Chiyonobu* (Akita Univ.)・Takashi 
Shimazu (JAPEX)・Yoshikazu Sampei (Shimane Univ.)
国内外の石油・石炭地質および有機地球化学に関する講演
を集め，石油・天然ガス・石炭鉱床の成因・産状・探査手
法など，特にトラップ構造，堆積盆，堆積環境，貯留岩，
根源岩，石油システム，資源量，炭化度などについて討論
する．

【招待講演予定者】荒戸裕之（秋田大学：会員）

R13．岩石・鉱物の変形と反応（構造地質部会・岩石部会）
Deformation and reactions of rocks and minerals
世話人：高橋美紀*（産総研：miki.takahashi@aist.go.jp）・
大橋聖和（山口大）・大坪　誠（産総研）・岡本 敦（東北大）
Conveners：Miki Takahashi (AIST)・Kiyokazu Oohashi 
(Yamaguchi Univ.)・Makoto Otsubo (AIST)・Atsushi 
Okamoto (Tohoku Univ.)
岩石・鉱物の変形（破壊，摩擦，流動現象）と反応（物質
移動，相変化）およびその相互作用を，観察・分析・実験
を通じて物理・化学的な側面から包括的に理解し，地球表
層から内部における地質現象の解明を目指す．地質学，岩
石学，鉱物学，地球化学など様々な視点・アプローチによ
る成果をもとに議論する．

【招待講演予定者】増田俊明（静岡大：会員）・土屋範芳
（東北大：会員）

R14．沈み込み帯・陸上付加体（構造地質部会・海洋地質
部会）
Subduction zones and on-land accretionary complexes
世話人：氏家恒太郎*（筑波大：kujiie@geol.tsukuba.ac.jp），
橋 本 善 孝（ 高 知 大 ）・ 坂 口 有 人（ 山 口 大 ）・ 中 村 恭 之

（JAMSTEC）
Conveners：Kohtaro Ujiie* (Univ. Tsukuba)・Yoshitaka 
Hashimoto (Kochi Univ.)・Arito Sakaguchi (Yamaguchi 
Univ.)・Yasuyuki Nakamura (JAMSTEC)
沈み込み帯・陸上付加体に関するあらゆる分野からの研究
を歓迎する．野外調査，微細構造観察，分析，実験，理論，
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モデリングのみならず海洋における反射法地震探査，地球
物理観測，地球化学分析，微生物活動など多様なアプロー
チに基づいた活発な議論を展開したい．次世代の沈み込み
帯・陸上付加体研究者を育てるべく，学生による研究発表
も大いに歓迎する．

【招待講演予定者】木村　学（東京海洋大学：会員）・山本
由弦（JAMSTEC：会員）

R15．テクトニクス（構造地質部会）
Tectonics
世話人：山口飛鳥*（東京大学：asuka@aori.u-tokyo.ac.jp）・
末岡 茂（JAEA）・宮川歩夢（産総研）
Conveners：Asuka Yamaguchi* (Univ. Tokyo)・Shigeru 
Sueoka (JAEA)・Ayumu Miyakawa (AIST)
陸上から海洋における野外調査や各種観測の他，実験や理
論などに基づき，日本や世界各地に発達するあらゆる地質
体の構造，成因，形成過程や発達史に関する講演を募集す
る．また，現在進行している地殻変形や活構造に関する研
究成果も歓迎する．

【招待講演予定者】酒井治孝（京都大学：会員）・植田勇人
（新潟大学：会員）

R16．古生物（古生物部会）
Paleontology
世話人：生形貴男（京都大）・太田泰弘（北九州博）・上松
佐知子*（筑波大：agematsu@geol.tsukuba.ac.jp）
Conveners：Takao Ubukata (Kyoto Univ.)・Yasuhiro Ota 
(Kitakyushu Mus.)・Sachiko Agematsu* (Univ. of 
Tsukuba)
古生物の生物学的研究，化石試料を利用した地球科学的研
究，古生物学の方法論に関する研究など，古生物に関連し
た幅広い内容の研究について発表・討論を行う．

【招待講演予定者】守屋和佳（早稲田大学：会員）

R17．ジュラ系＋（古生物部会）
The Jurassic +
世話人：松岡　篤*（新潟大：amatsuoka@geo.sc.niigata-u.
ac.jp）・近藤康生（高知大）・小松俊文（熊本大）・石田直
人（鳥取大）・中田健太郎（福井県立恐竜博）
Conveners：Atsushi Matsuoka* (Niigata Univ.)・Yasuo 
Kondo (Kochi Univ.)・Toshifumi Komatsu (Kumamoto 
Univ.)・Naoto Ishida (Tottori Univ.)・Kentaro Nakada

（Fukui Pref. Dinosaur Mus.）
2018年の「ジュラ系＋」は， GSSPの決定が急務となってい
るジュラ系・白亜系境界（JKB）を主テーマとして設定す
る．とくに非海成層の分布が広いアジアにおけるJKBにつ
いて，各方面からのデータを持ち寄り，多角的に検討した
い．2018年12月にはスイス・ジュネーブで国際会議JK2018
が開催される．松岡はこの会議のサイエンスコミッティに
入っているので，「ジュラ系＋」の議論をJK2018のセッシ
ョンに反映させたいと考えている．なお，2019年7月には，
STRATI 2019がイタリア・ミラノで開催される．「ジュラ
系＋」のセッションでは，主テーマであるJKBのみならず，
広く関連する発表を歓迎する．

【招待講演予定者】安藤寿男（茨城大学：会員）

R18．情報地質とその利活用（情報地質部会・地域地質部
会）
Geoinformatics and its application
世話人：野々垣　進*（産総研：s-nonogaki@aist.go.jp）・斎
藤　眞（産総研）

Conveners：Susumu Nonogaki* (AIST)・Makoto Saito 
(AIST)
地質情報の取得・デジタル化・データベース構築をはじめ
として，デジタル管理した地質情報の数理解析・統計解析・
画像処理・地理空間情報との統合利用，地質プロセスや地
質構造の認識を基礎にした３次元地質モデルの構築・可視
化，ボーリングデータの管理・分析，SNSを含むWebを通
した地質情報の発信・共有など，地質情報の情報処理に関
する全ての研究成果（理論・技術・システム開発・実践事
例・応用事例など）の発表を歓迎する．また，これらの成
果から得られた地質情報の利活用事例，利活用における問
題点，比較検討・動向調査などの研究発表も歓迎する．

R19．環境地質（環境地質部会）
Environmental geology
世話人：難波謙二（福島大）・風岡　修（千葉環境センタ
ー）・三田村宗樹（大阪市大）・田村嘉之*（千葉県環境財
団：tamura@ckz.jp）
Conveners：Kenji Nanba (Fukushima Univ.)・Osamu 
Kazaoka (Res. Inst. Environ. Geol., Chiba)・Muneki 
Mitamura (Osaka City Univ.)・Yoshiyuki Tamura* (Chiba 
Pref. Environ. Foundation)
地質汚染，医療地質，地盤沈下，湧水，水資源，湖沼・河
川，都市環境問題，法地質学，環境教育，地震動，液状化・
流動化，地震災害，岩盤崩落など，環境地質に関係する全
ての研究の発表・討論を行う．

R20．応用地質学一般およびノンテクトニック構造（応用
地質部会）
Engineering geology and non-tectonic structures
世話人：西山賢一（徳島大）・亀高正男*（（株）ダイヤコン
サルタント：m.kametaka@diaconsult.co.jp）
Conveners：Ken-ichi Nishiyama (Tokushima Univ.)・
Masao Kametaka* (Dia Consultants.)
応用地質学一般では，種々の地質ハザードの実態，調査，
解析，災害予測，ハザードマップの事例・構築方法，土木
構造物の設計・施工・維持管理に関する調査，解析など，
応用地質学的視点に立った幅広い研究を対象とする．また，
ノンテクトニック構造では，ランドスライドや地震による
一過性の構造，重力性の構造等の記載，テクトニック構造
との区別や比較・応用等の研究を対象にして発表・議論す
る．

【招待講演予定者】山崎新太郎（京都大学防災研：会員）

R21．地学教育・地学史（地学教育委員会）
Geoscience Education/History of Geoscience
世話人：矢島道子*（日本大：pxi02070@nifty.ne.jp）・三次
徳二（大分大）
Conveners：Michiko Yajima* (Nihon Univ.)・Tokuji 
Mitsugi (Oita Univ.)
地学教育，地学史に関わる研究発表を広く募集する．新学
習指導要領についての教育現場からの問題提起や，実践報
告に加え，大学や博物館，研究所等が行うアウトリーチに
関わる実践報告についても歓迎する．また地学史からの問
題提起，貴重な史的財産の開示を歓迎する．  

R22．第四紀地質（第四紀地質部会）
Quaternary geology
世話人：三田村宗樹*（大阪市大：mitamura@sci.osaka-cu.
ac.jp）・公文富士夫（高知大）・竹下欣宏（信州大）
Conveners：Muneki Mitamura*(Osaka City Univ.)・Fujio 
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札幌大会　予告

Kumon(Kochi Univ.)・Yoshihiro Takeshita(Shinshu Univ.)
第四紀地質に関する全ての分野（環境変動・気候変動・湖
沼堆積物・地域層序など）からの発表を含む．また，新し
い調査や研究，方法の開発や調査速報なども歓迎する．

【招待講演予定者】岡田　誠（茨城大：会員）

R23．地球史（環境変動史部会）
History of the Earth
世 話 人： 清 川 昌 一*（ 九 州 大：kiyokawa@geo.kyushu-u.
ac.jp）・小宮剛（東京大）・山口耕生（東邦大）・黒田潤一
郎（東京大）・須藤　斎（名古屋大）・尾上哲治（熊本大）
Conveners：Shoichi Kiyokawa* (Kyushu Univ.)・Tsuyoshi 
Komiya (Univ. Tokyo)・Kosei Yamaguchi (Toho Univ.)・
Junichiro Kuroda (Univ. Tokyo)・Itsuki Suto (Nagoya 
Univ.)・Onoue Tetsuji (Kumamoto Univ.)
地球史を通して，大気や海洋，それに生命圏は様々な時間
スケールで大きな変化を遂げてきた．それは，火山活動な
どの地球内部の活動や，太陽活動や公転軌道要素，隕石衝
突など地球外要因によっても駆動されている．地球史にお
ける大気・海洋・生命圏の変動は，地層や化石に記録され
る．これらの変動を，多岐にわたる科学的手法により紐解
くことは，地質学の大きな醍醐味の一つといえよう．本セ
ッションは，特定の時代や特定の科学的手法にとらわれず，
地球史上に残される環境変動や地殻変動の謎に迫る研究を
広く募集し，インタラクティブな議論を展開する場にした
い．

【招待講演者】阿部彩子（東京大学：非会員）・海保邦夫
（東北大学：会員）

R24．原子力と地質科学（地質環境の長期安定性研究委員
会）［共催：日本原子力学会バックエンド部会］
Nuclear energy and geological sciences
世 話 人： 吉 田 英 一*（ 名 古 屋 大：dora@num.nagoya-u.ac.
jp）・梅田浩司（弘前大学）・高橋正樹（日大）・渡部芳夫

（産総研）
Conveners：Hidekazu Yoshida* (Nagoya Univ.)・Koji 
Umeda (Hirosaki Univ.)・Masaki Takahashi (Nihon 
Univ.)・Yoshio Watanabe (AIST)
原子力は，ウラン資源探査，活断層等を考慮した耐震安全
性評価，廃棄物の地層処分，放射性物質の環境動態等の多
くの地質科学的課題を有している．本セッション「原子力
と 地 質 科 学（Nuclear Energy and Geological Sciences）」
は，このような日本の原子力に関わる地質科学的課題につ
いて，地球科学的知見の議論及び関連する学会や研究者間
の意見交換を行うことを目的としており，幅広い分野から
の参加，発表を歓迎する.

【招待講演者】日高　洋（名古屋大：非会員）

R25．鉱物資源と地球物質循環（鉱物資源部会）
Mineral resources and global material cycles
世話人：中村謙太郎*（東京大：kentaron@sys.t.u-tokyo.
ac.jp）・加藤泰浩（東京大）・岩森　光（JAMSTEC）
Conveners：Kentaro Nakamura* (Univ. Tokyo)・Yasuhiro 
Kato (Univ. Tokyo)・Hikaru Iwamori (JAMSTEC)
近年，海底鉱物資源をはじめとする新しい資源の開発に向
けた動きが活発化し，鉱物資源への注目が高まっている．
鉱物資源の形成過程に関わる様々な元素の輸送・濃集過程
は，ダイナミックな地球における物質循環と分化の一部に
他ならず，鉱物資源の成因を考える上では，地球全体にま
たがるグローバルな物質循環とその変遷，そしてその資源
形成との関わりについての包括的な理解が不可欠である．
本セッションでは，鉱物資源そのものに加え，これまで着
目されることが少なかった資源形成をとりまく地球表層-内
部環境，テクトニックセッティング，ダイナミクスと，資
源の形成メカニズムとの関わりについても，グローバルに
議論する場を提供したい．

【招待講演者】森下祐一（静岡大学：非会員）

OR. 日本地質学会アウトリーチセッション（一般公開，ポ
スター発表のみ）
Outreach session
星　博幸*（愛知教育大：hoshi@auecc.aichi-edu.ac.jp）・須
藤　斎（名古屋大）
Hiroyuki Hoshi* (Aichi Univ. Education) ・Itsuki Suto 
(Nagoya Univ.)

　研究成果を社会に発信する場として設けられたセッショ
ン．地質学と関連分野を対象とし，開催地（北海道）とそ
の周辺の地質や地学に関する研究紹介，社会的に注目され
ている地質および関連トピックの研究紹介，特定分野の研
究到達点や課題の解説など．客層は会員（専門家）ではな
く市民であることに注意．申込多数の場合は行事委員会に
て採否を検討する．p.(5)の6項（3）を参照．

アウトリーチセッション
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T1. 文化地質学
■児島恭子（札幌学院大学：非会員）30分
　児島氏（札幌学院大学教授；アイヌ史，日本史）は，民
俗学や文化史にも詳しく，『エミシ・エゾからアイヌへ』

（2009）という優れた著書がある．また，児島氏は，〈アイ
ヌ語地名の政治学〉の観点から，アイヌ世界の地名発生に
ついて，地名の起源や地名を巡る歴史を，アイヌ史を援用
して議論している．北海道のみならず日本列島各地に散見
される〈アイヌ語地名〉の理解を深めることは，文化地質
学においても新たな視点を与えるものとなる．
■百瀬　響（北海道教育大学：非会員）30分
　百瀬氏（北海道教育大学教授；文化人類学，北方文化）
は，アイヌ文化および北方少数民族に関する文化人類学的
研究を主要テーマとしている．また，アイヌ文化のみなら
ずロシア極東の北方少数民族にも詳しく，フィールドワー
クの経験も豊富である．北海道のアイヌ文化やロシアの北
方文化についての多様性や現代的課題の知識は，伝説・伝
承を対象とした事例研究では特に重視されるべきで，文化
地質学への有用な知見を提供するものである．

T3．日本列島の起源・成長・改変
■土谷信高（岩手大学：会員）15分
　土谷会員は，日本列島の地質を永年研究してきた実績を
持つ．最近，ジルコン年代学による新たな新事実が次々に
発見され，日本列島の地体構造の理解が大きく変わろうと
している．
■野田　篤（産業技術総合研究所：会員）15分
　野田会員は，西南日本の白亜系和泉層群を対象に野外調
査を行い，さらに世界の前弧盆地一般の形成過程について
のコンパイルに基づき新しい解釈を提案している．
　日本の地域地質に関する深い知識から世界に向けて新し
い概念を導きつつある両会員に講演していただくことによ
って，昨今忘れられがちな地域地質学の威力をアピール出
来ると考える．是非講演をお願いしたい．

T4．深海科学掘削50年，過去—現在—未来
■平　朝彦（海洋研究開発機構：会員）30分
平会員は，四万十帯陸上地質研究から南海トラフの海域調
査研究，掘削研究まで幅広く活躍され，深海掘削研究のリ
ーダーとして長く国内研究コミュニティーを牽引してきた．
地球深部探査船「ちきゅう」の建造やIODPの立ち上げなど
にも中心的に貢献されてきた経験から，これまでの深海掘
削の成果のポイントをまとめ，これからの深海掘削に求め
られる研究についての大所高所からの視点で講演を依頼し
たい．
■野木義史（国立極地研究所：非会員）15分
地球環境の敏感なレスポンスとして極域での研究が注目さ
れているが，野木氏は極域研究のリーダーとして活躍され，
また深海掘削航海の経験も持ち合わせ，極域における深海
掘削の新たな視点から，今後の方向性を含めた講演を依頼
したい．

T5．北海道とその周辺地域における地震・津波研究の最前
線
■谷岡勇市郎（北海道大学：非会員）30分
谷岡氏は，津波波源に関する数値計算の専門家であり，北
海道の太平洋側や日本海側での多くの研究業績がある．ま
た北海道行政における津波想定に関して各種委員を務め，
北海道の津波防災に関する最新の知見を有している．
■平川一臣（北海道大学名誉教授：非会員）30分
平川氏は，北海道の太平洋や日本海沿岸において，津波堆
積物に関する先駆的な取り組みを行っており，津波履歴の
復元や波源の推定に関する多くの成果がある．谷岡氏と同
様，行政の津波想定に関する委員を務めており，最新の知
見を有している．これらから，両氏は招待講演者として適
任であると考える．

T6．泥火山と地球化学的・地質地形学的・生物学的関連現
象
■田近　淳（（株）ドーコン：会員）30分
日本における泥火山研究は，ここ北海道新冠地方の陸上泥
火山から始まった．陸上の泥火山は海底のそれとは異なり，
再訪性が高く緻密な常時観測が可能である点で，いまだ完
全に理解されたとは言い難い泥火山の研究を推し進めるに
重要な研究対象である．新冠泥火山と十勝沖地震との関連
やそれらの活動の背景などについて，元北海道立地質研究
所の田近会員により詳細なご講演をいただく．

R2．岩石・鉱物・鉱床学一般
■木村純一（JAMSTEC：会員）30分
木村会員は，島弧沈み込み帯火山岩の岩石学的・地球化学
的研究を通じ，島弧マグマの成因解明に取り組んでこられ
た．近年は，沈み込む海洋プレートスラブの脱水・変成過
程，脱水したスラブフルイドが引き起こすマントルウェッ
ジかんらん岩の融解による島弧初生マグマの生成過程を研
究されている．この研究ではこれらの過程における鉱物や
岩石，流体やマグマの元素マスバランスを解くことによっ
て，スラブ・マントル・地殻内の物理化学条件を推定する
事を試みている．さらに，地球化学モデルと岩石学的観察
事実や地球物理学的観測結果の間の整合性を検討すること
により， 島弧沈み込み帯でおこる複雑な 地質現象に重要な
制約を与えることに成功している．本招待講演では，沈み
込み帯システムにおける物質循環に関する最新の話題を提
供していただく予定である．
■辻森　樹（東北大：会員）30分
辻森会員は，青色片岩などのプレート境界岩を丹念な野外
調査・岩石組織観察・地球化学分析から研究され，プレー
ト沈み込みのダイナミクスの素過程の理解と地球変動史の
解読に精力的に取り組んでこられた．特に近年，プレート
境界岩の造岩鉱物の局所同位体分析により，これまで『未
読』であった全く新しい物質科学的な情報を抽出・蓄積さ
れつつある．ご講演ではこれらの未読情報の統合解析から，
太古代〜顕生代の４つの年齢における造山帯の緑色岩・高
圧変成岩を研究対象に，プレート境界のプロセスと経年変
動を読み解く重要性について紹介される．さらには固体地

セッション別招待講演者の紹介

　世話人や専門部会から提案され，行事委員会が承認した招待講演者（予定も含む）をご紹介します．講演時間は変更にな
る場合があります．
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球の進化史の物質科学的な検証，特に再生地殻成分の大循
環と固体地球の長周期変動の体系化に関するあらたなプロ
トコルについて伺える予定である．

R4．変成岩とテクトニクス
■榎並正樹（名古屋大：会員）30分
榎並会員は，野外調査，岩石組織観察及び造岩鉱物の緻密
な化学組成分析を主な手法として，四国三波川帯をはじめ
とする国内外の変成帯を対象に詳細な地質学的研究を推進
されている．また，岩石学にラマン分光学を応用し，ザク
ロ石に包有される石英のラマンスペクトルから変成圧力条
件を見積もる手法を確立するなど，相平衡のみに縛られな
い変成岩の温度圧力解析の端緒を切り開いたと言える．近
年では，教科書も上梓されるなど，後進の育成と分野の発
展への貢献は枚挙にいとまがない．これまで長年にわたり
蓄積されてきた研究成果とともに，プレート収束域におけ
る沈み込み変成作用の累進進化に関する新たな展望を紹介
していただくことは，招待講演として有益なものになると
期待される．

R8．海洋地質
■多田隆治（東京大学：会員）30分
多田会員は，海域および陸域双方の地質記録からアジアモ
ンスーンの進化に関する研究を進め，2013年には自らが代
表プロポーネントとして計画された日本海および東シナ海
北部のIODP　（国際深海掘削計画）Expedition 346に共同
主席研究者として乗船した．現在，その成果が増えつつあ
り，今年のPEPSでは特集号もまとめられた．
■池原　実（高知大学：会員）30分
池原会員は，長年にわたって様々な指標を用いた古海洋学
的研究を行っており，特に南大洋においてはIODPの掘削提
案を行う中心的な役割を果たしている．また，昨年度より
新学術領域研究が採択され，古海洋研究班のリーダーとし
て研究を推進している．今後数年間は南極海においてIODP
による掘削航海が立て続けに計画されていることなど，こ
れから注目される研究テーマとして関心が向けられている．
池原会員には南大洋が気候変動に果たす役割について最新
の研究成果や国内外の研究動向に加え，今後の課題につい
てご講演いただく．

R10．炭酸塩岩の起源と地球環境
■渡邊　剛（北海道大学：会員）30分
渡邊会員は，炭酸塩骨格に成長縞を構築するサンゴや二枚
貝などの生物源炭酸塩の同位体分析や微量元素分析などの
地球化学分析を手法として，高解像度での地球環境変動の
復元について研究をおこなわれている．特に，鮮新世温暖
期におけるサンゴの酸素同位体組成比 (水温，塩分の指標) 
の研究からは，70年分の大気と海洋環境変動の季節変動お
よび経年変動パターンやエルニーニョ現象の詳細を明らか
にされ，将来の環境変動を見積もる上でも重要な発見をさ
れている．渡邊会員は，現在ハワイを拠点に精力的に研究
を進められており，招待講演では，サンゴ礁地球環境学に
関する最新の話題を提供していただく予定である．

R11．堆積過程・堆積環境・堆積地質
■成瀬　元（京都大学：会員）30分
成瀬会員は，堆積物重力流について，実験，野外調査，組
織解析，モデリングといった多様な側面から，その挙動や
堆積過程についての研究を行ってきた．彼はこの分野を世
界的にリードする研究者の一人である．2015年に公表され
た，混濁流とその堆積物についての研究の方向性を示した

論文は世界をリードする研究者らによって著されたのもの
で，成瀬会員はその著者の1人に名前を連ねている．成瀬会
員には混濁流のモデリングについて，研究の方向性を含め
たレビューを行っていただく予定である．今後の研究の方
向性を議論する機会としたい．

R12．石油・石炭地質学と有機地球化学
■荒戸裕之（秋田大学：会員）30分
荒戸会員は，反射法地震探査記録を用いた石油・天然ガス
の成因や探鉱に関する研究に長年取り組んでおられ，この
分野をリードしてきた研究者の一人である．また，国の基
礎調査に関するワーキンググループの委員長として，海域
の三次元地震探査調査による堆積盆地評価に関する議論を
まとめられた．招待講演では，本邦周辺海域で実施されて
きた基礎調査による三次元地震探査記録を用いた堆積盆地
の解析について話題を提供していただく予定である．

R13．岩石・鉱物の変形と反応
■増田俊明（静岡大：会員）30分
増田会員は，地殻由来の天然の岩石から歪み，応力，変形
機構といった情報を読み取る構造地質学的研究に長年取り
組んでおられる．講演では理論，実験，天然の解析と多岐
に渡る研究成果から，天然の岩石から変形の各要素を読み
取る手法の現状と展望についてお話いただき，2011年東北
地方太平洋沖地震以降に重要視されるようになった地殻の
変形と応力状態の定量的理解に向けて活発な議論を展開し
たい．
■土屋範芳（東北大：会員）30分
土屋会員は，地質学，岩石学，地球化学，計測工学を基礎
に，地熱エネルギー開発に関する研究に長年取り組まれて
いる．昨今，再生可能エネルギーの一つとして地熱エネル
ギーの開発に期待が寄せられているが，高温岩体とそれを
取り巻く流体の循環について不明な点も多く，土屋会員は，
これらの問題の解明に挑戦している．札幌大会では，地熱
エネルギーの可能性と，開発に対し地質学が挑戦・貢献す
るべき研究，特に超臨界岩体の変形，流体流動，反応に関
する研究について紹介いただく．

R14．沈み込み帯・陸上付加体
■木村　学（東京海洋大学：会員）30分
木村会員は，南海トラフ地震発生帯掘削計画（NanTroSEIZE）
をリードし，四万十付加体や日本列島のテクトニクス研究に
おいても数多くの重要な成果をあげられてきた．本招待講演
では最近のNanTroSEIZEや陸上地質研究成果を通じて明ら
かとなったアジア太平洋グローバルテクトニクスの新展開と
日本列島沈み込み帯論について紹介していただく予定であ
る．
■山本由弦（JAMSTEC・会員）30分
山本会員は，主として新第三系三浦ー房総付加体を対象に
構造地質学的研究を精力的に進め，浅部での付加体・前弧
海盆発達過程，帯磁率異方性を用いた歪み履歴の解析，シ
ュードタキライトの発見など重要な研究成果をあげられて
きた．最近では，地球深部探査船「ちきゅう」による室戸
沖限界生命圏掘削調査（T-Limit）に乗船参加し，プレート
境界断層の記載を行っている．本招待講演では，山本会員
がこれまでに明らかにしてきた浅部プレート境界断層の実
像について紹介していただく予定である．
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R15．テクトニクス
■酒井治孝（京都大学：会員）30分
酒井会員は，ヒマラヤ・チベット山塊上昇のテクトニクス
や，それに伴うモンスーン気候や環境の変動について，堆
積学，構造地質学，第四紀学，熱年代学などの手法を駆使
して複合的に研究されてきた．昨年度末で京都大学退職と
いう節目を迎えられた折でもあり，ライフワークともいえ
るヒマラヤの一連の研究成果について，網羅的なご紹介を
お願いしたい．
■植田勇人（新潟大学：会員）30分
植田会員は，綿密な野外地質調査に基づいて，過去のプレ
ート沈み込み帯でどのような地層が形成され，それらが地
下でどのように移動し変動したかを精力的に研究されてい
る．植田会員のメインフィールドである北海道での学会開
催にあたり，空知−エゾ海盆の起源，高圧変成岩の上昇，
蛇紋岩メランジの成因，中生代における北西太平洋の海洋
プレートの復元など，日高山脈近傍の地質学的研究に基づ
くさまざまな話題提供を期待したい

R16．古生物
■守屋和佳（早稲田大学：会員）30分
守屋会員は，これまでに，アンモノイド類の進化古生物学
的研究および地球化学的手法を用いた古環境変動の研究に
取り組んでこられた．本講演ではアンモノイドの生息水深
や古生態に関する同位体を用いた研究について，レビュー
を交えて紹介していただく予定である．北海道を代表する
古生物であるアンモノイドについて，最先端の研究に触れ
る機会となることを期待している．

R17．ジュラ系＋
■安藤寿男（茨城大学：会員）15分
安藤会員は，IGCP608のプロジェクトリーダーとしてアジ
アの白亜系研究を牽引している．中国やモンゴルなどの研
究者と共同研究を展開し，中生界の国際対比や環境変遷史
の分野で国際的に活躍している．招待講演では，ご自身の
体験も交えて，アジアにおけるジュラ系・白亜系の広域対
比に関する講演を期待している．

R20．応用地質学一般およびノンテクトニック構造
■山崎新太郎（京都大学防災研：会員）30分
山崎会員は，比較的安価な魚群探知機とモーターボートを
用いて，海底・湖底の詳細な地形測量を可能とする新しい
地形計測手法を提案している．その手法は，猪苗代湖や屈
斜路湖などの複数の湖や，箱根火山東岸の相模湾海底での
調査に適用されており，強い地震動を誘因とした大規模な
地すべりによる水底地形を抽出することに成功している．
この一連の研究は，従来の手法では把握することが困難で
あった湖底・海底地すべりの痕跡を，比較的安価な方法で
抽出しうることを示したもので，応用地質学的に重要な研
究といえる．招待講演では，この一連の研究をご紹介いた
だく．

R22．第四紀地質
■岡田 誠（茨城大学：会員）30分
岡田会員は，前期?中期更新世境界の国際標準模式地

（GSSP）の候補地として挙げられる千葉県市原市の地層
「千葉セクション」に関わる日本の研究チームの中心的研究
者として分析・検討を推進されている．これまでの「千葉
セクション」レビューと現状での課題などについて報告を
行っていただく．

R23．地球史
■阿部彩子（東京大学大気海洋研究所：非会員）30分（予
定）
阿部氏は，古気候モデル研究の第一人者である．彼女のグ
ループでは，大気-海洋のモデルに加え，氷床や地形，植生
までを組み込んだ複雑な系での長期的変動のモデリングに
挑んでいる．彼女らのグループにより，これまで数々の古
気候学の謎が解明されてきた．日射に対する氷床のヒステ
リシス的な応答に着目して氷期-間氷期の10万年周期変動を
説明した研究もその一つだ．このような長時間スケールの
気候モデリングは，地質試料を用いた古環境研究とも密接
に関連する．招待講演では，最新の成果を踏まえて解説し
ていただく．
■海保邦夫（東北大学：会員）30分
海保会員は，これまで，微化石記録，安定同位体組成，有
機分子化石記録などを駆使して，P-T境界やK-Pg境界の生
物大量絶滅の生物相と環境に関する研究を精力的に行って
きた．主要な成果である底生有孔虫を用いた海洋溶存酸素
指標の確立や，K-Pgでの小惑星衝突時のモデリング，P-T
境界における有機分子や安定同位体組成を用いた古環境解
析は活発な議論を呼んできた．招待講演では，これまでの
海保会員の成果について，最新のアイデアを踏まえて講演
していただく．

R24．原子力と地質科学
■日高　洋（名古屋大：非会員）30分
日高氏は，自然界で生じる核反応を元素の同位体変動から
検出し，その現象解明に取り組んでおり，オクロ天然原子
炉は，その研究対象の一つである．天然原子炉から採取さ
れた様々な試料を分析して得られた一連の同位体データか
ら解明された原子炉内外における放射性核種の中〜長期に
わたる移行挙動，核分裂メカニズムについて紹介していた
だく．

R25．鉱物資源と地球物質循環
■森下祐一（静岡大学：非会員）30分
森下氏は，金，白金族元素，レアメタルなどの資源の成因
を研究する資源地質学の第一人者であり，最先端の二次イ
オン質量分析計による微小分析を駆使することで，今まで
明らかとなっていなかった有用元素の挙動と濃集プロセス
を解明するなど，非常に独創的な研究を展開し，この分野
をリードし続けている．本講演では，当該分野の最新の話
題を提供していただく予定である．そのお話を聞ける機会
は，本セッションに関係する全ての研究者にとって非常に
有意義なものになると期待される．
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札幌大会巡検コース紹介

1）会員・非会員問わずお申込頂けます．
2）	 実施日程の異なる場合，複数の巡検コースへの申込を行うことができます．
3）	 取消料は，申込締切後〜大会3日前（9/2）までは50%，大会2日前（9/3）以降は全額となります（p.（7）参照）．申込

締切後の変更・取消は，直接学会事務局（東京）にFAX又はe-mailにてご連絡下さい．
4）	 本学会ならびに札幌大会実行委員会は巡検参加者に対し，巡検中に発生する病気，事故，傷害，死亡等に対する責任・

補償を一切負いません．これらについては，巡検費用に含まれる保険（国内旅行傷害保険団体型）の範囲でのみまかな
われます．

5）	 最小催行人員に満たない場合や，安全確保に問題があると考えられる場合は，コース内容の一部変更や巡検中止等の措
置をとることがあります．

6）	 集合・解散の場所，時刻等に変更が生じた場合，大会期間中に会場内の掲示板等で案内いたします．また，案内者から
直接ご連絡することもあります．

7）	 アウトリーチ巡検以外の案内書は，地質学雑誌に掲載予定です．CD-ROMは作成しません．また，雑誌発行と同時に
J-STAGE上で公開します．参加者へは，各コース毎の案内書を巡検当日に配布します．

8）	 会期後，大会報告記事（ニュース誌11月号を予定）において，参加者氏名を掲載させて頂きます．あらかじめご了承く
ださい．

コース名略称 実施日程
A 小樽の地質と石材 9月8日（土）（日帰り）
B 石狩低地帯におけるテフラ層序学 9月8日（土）（日帰り）
C 日高新第三系 9月8日（土）（日帰り）
D 北海道中央部の白亜系 9月8日（土）（日帰り）
E 神居古潭 9月8日（土）～9日（日）（1泊2日）
F 日高山脈横断 9月8日（土）～9日（日）（1泊2日）
G 超巨大地震津波痕跡 9月3日（月）～4日（火）（1泊2日） プレ巡検
H 札幌の失われた川 9月4日（火）（日帰り） アウトリーチ巡検
I 三笠ジオパーク 9月8日（土）（日帰り） アウトリーチ巡検

Aコース　小樽の地質と石材
＜略称：小樽の地質と石材＞
巡検�コース：運河プラザ（出発）9:00→小樽市街→忍路→桃内→小樽駅（解散）16:30
主な�見学対象：［1］石材建造物と小樽の街並み，小樽運河　［2］忍路の水中火山岩類，海上から見る忍路～オタモイの海岸

露頭と海食洞（青の洞窟）　［3］桃内海岸の凝灰質砂岩，砕石場跡
日　�程：9月8日（土）（日帰り）
定　�員（最少催行人数）：18（11）　
案内�者：仁科健二（道総研）・松田義章（北教大・非常勤）・松枝大治（北大総合博物館）・竹内勝治（小樽市立博物館）・大

鐘卓哉（小樽総合博物館）・菅原慶郎（小樽総合博物館）・高見雅三（道総研）・北嶋徹（北海道ボランティアレンジャ
ー）　

参加�費：10,000円
参照�地図（1/2.5万）：「小樽西部」，「余市」
集合�・解散：集合 8:30（小樽運河プラザ前），解散 16:30頃（小樽駅）
その�他：
　　・参加費には昼食代が含まれています．
　　・移動には遊覧船およびマイクロバスを使用します．
　　・天候条件によっては遊覧航路の変更，または遊覧が中止になる場合があります．

Bコース　南西北海道，石狩低地帯におけるテフラ層序学：支笏洞爺火山地域の噴火履歴
＜略称：石狩低地帯におけるテフラ層序学＞
巡検�コース：北大（出発）8:00→苫小牧市美沢→安平町早来富岡→安平町早来瑞穂→厚真町幌里→厚真町厚和→新千歳空港

（解散）17:00→北大（解散）18:30
主な�見学対象：［1］後支笏カルデラ火山のテフラ　［2］46ka支笏カルデラ形成噴火に伴うテフラ　［3］約60ka以降のテフ

ラ（Ssfaより上位のテフラ層序）　［4］約110ka以降のテフラ（SsfaおよびToyaの観察）［5］約60ka以降のテフラ（Ssfa
内部の層相変化）　［6］約120ka以降のテフラ（Ssfaより下位のテフラ層序）
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日　程�：9月8日（土）（日帰り）
定　員�（最少催行人数）：35（15）
案内�者：中川光弘・宮坂瑞穂（北海道大学）
参加�費：9,200円
参照�地図（1/2.5万）：「千歳」，「早来」，「追分」，「遠浅」，「厚真」，「上厚真」，「軽舞」
集合�・解散：集合 7:30（北大クラーク会館前），解散 17:00頃（新千歳空港）または18:30頃（北大クラーク会館前）
その�他：
　　・参加費には昼食代が含まれています．
　　・移動には大型バスを使用します．
　　・帰路は，新千歳空港解散後に北海道大学に向かいます．なお混雑を避けるため，JR札幌駅には立ち寄りません．

Cコース　北海道日高海岸地域の中部～上部中新統前縁堆積盆埋積物の堆積システムと石油地質
＜略称：日高新第三系＞
巡検�コース：北大（出発）8:00→むかわ町旭岡→平取町小平（アベツ川）→日高町賀張→新冠町大狩部→新冠泥火山→新ひ

だか町静内真歌→新冠判官岬→日高町緑町→新千歳空港（解散）17:00→北大（解散）18:30
主な�見学対象：［1］中期中新世の海底扇状地堆積物　［2］後期中新世の海底谷埋積堆積物および海底チャネル－レビー堆積

物と油徴　［3］後期中新世～鮮新世のファンデルタ堆積物　［4］新冠泥火山
日　�程：9月8日（土）（日帰り）
定　�員（最少催行人数）：25（15）
案内�者：加瀬善洋（道総研）・川上源太郎（道総研）・高野 修（JAPEX技研）
参加�費：8,900円
参照�地図（1/2.5万）：「旭岡」，「富川」，「平取」，「共栄」，「静内」，「御園」
集合�・解散：集合 7:30（北大総合博物館前），解散 17:00頃（新千歳空港）または18:30頃（北大総合博物館前）
その他：
　　・参加費に昼食代は含まれていません．各自持参して下さい（途中コンビニ等に立ち寄りますが，時間の都合上，でき

るかぎり事前に準備をお願いします）．
　　・移動には中型バスまたはマイクロバスの使用を予定しています．
　　・おもに河岸での露頭観察を予定しているため，長靴などを準備して下さい．
　　・帰路は，新千歳空港解散後に北海道大学に向かいます．なお混雑を避けるため，JR札幌駅には立ち寄りません．

Dコース　蝦夷層群下部～中部に記録された白亜紀中頃の温暖化と古環境変動（略称：北海道中央部の白亜系）
巡検�コース：北大（出発）7:30→夕張市白金川→占冠村双珠別川→新千歳空港（解散）18:00→北大（解散）19:30
主な�見学対象：［1］セノマニアン最上部の LIPs 活動層準　［2］海洋無酸素事変 2 層準　［3］崕山オリストストローム部層

の乱堆積相　［4］オルビトリナ石灰岩
日　�程：9月8日（土）（日帰り）
定　�員（最少催行人数）：20（16）
案内�者：高嶋礼詩（東北大学）・佐野晋一（富山大学）・林　圭一（道総研）
参加�費：9,600円
参照�地図（1/2.5万）：「白金川」，「双珠別湖」
集合�・解散：集合7:00（北大総合博物館前），解散18:00頃（新千歳空港）または19:30頃（北大総合博物館前）
その他：
　　・参加費に昼食代は含まれていません．
　　・移動にはマイクロバスを使用します．途中，往復1時間程度沢沿いの林道を歩きます．水位によっては足もとが濡れ

る場合があります．
　　・帰路は，新千歳空港解散後に北海道大学にも向かいます．なお混雑を避けるため，JR札幌駅には立ち寄りません．

Eコース　神居古潭
（略称：神居古潭）
巡検�コース：
　　1日目　北大（出発）8:00→下幌加内ダム→幌加内峠→江丹別峠→深川（岡下旅館　泊）
　　2日目 �宿舎（出発）8:00→神居古潭峡谷→神居町春志内（神居第四線川）→芦別市班渓幌内川→西富良野町→新千歳

空港（解散）18:00→北大（解散）19:30
主な�見学対象：［1］蛇紋岩中に発達するドレライト―閃緑岩脈と霰石脈　［2］緑簾石角閃岩および石英片岩テクトニックブ

ロック　［3］緑簾石ローソン石青色片岩　［4］神居古潭変成岩原岩層序とDb褶曲　［5］接触変成作用を受けた泥質片
岩　［6］空知層群と蝦夷層群最下部

日　�程：9月8日（土）～9日（日）（1泊2日）
定　�員（最少催行人数）：18（13）
案内�者：竹下　徹・辛ウォンジ（北大）・平島崇男（京大）・植田勇人（新潟大）
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参加�費：17,300円（宿泊費は含まれていません．現地徴収もしくは各自清算（約6,000円）の予定です．）
参照�地図（1/2.5万）：「沼牛」，「神居古潭」，「石狩新城」，「野花南」，「島ノ下」
集合�・解散：集合 7:30（北大総合博物館前），解散 18:00頃（新千歳空港）または19:30頃（北大総合博物館前）
その他：
　　・初日8日の昼食は各自持参してください．9日の昼食は弁当で，弁当代は宿泊代に含まれています．
　　・奈江川の空知層群と蝦夷層群最下部の観察では，膝下程度の流水の中を歩くことになるため，沢歩きの準備が必要で

す．
　　・移動には中型バスまたはマイクロバスの使用を予定しています．
　　・帰路は，新千歳空港解散後に北海道大学にも向かいます．なお道路の混雑を避けるため，JR札幌駅には立ち寄りま

せん．

Fコース　日高変成帯南部の深成変成岩類
＜略称：日高山脈横断＞
巡検コース：
　　1日目 �北大（出発）8:00→大樹町道の駅「コスモール大樹」→天馬街道二段橋→メナシュンベツ川→様似町（アポイ

山荘またはアポイ岳調査研究支援センターに宿泊）
　　2日目 �宿舎（出発）8:00→アポイ岳ジオパークビジターセンター→えりも町庶野ルーラン海岸→広尾町音調津海岸→

新千歳空港（解散）17:30
主な�見学対象：［1］メナシュンベツ川の日高変成帯下部変成岩層グラニュライト　［2］様似町アポイ岳ジオパークビジター

センター　［3］ルーラン海岸の日髙変成帯上部層片麻岩類と菫青石トーナル岩 ［4］音調津複合深成岩体
日　程：9月8日（土）～9日（日）（1泊2日）
定員（最少催行人数）：25（15）
案内者：高橋 浩（産総研）・志村俊昭（山口大）・加藤聡美（アポイ岳ジオパークビジターセンター）
参加費：15,000円（宿泊費は含まれていません．現地徴収もしくは各自清算の予定です．）
参照地図（1/2.5万）：「トヨニ岳」，「楽古岳」，「様似」，「庶野」，「日高目黒」, ｢音調津｣
集合・解散：集合：8:00（北海道大学博物館付近），解散：17:00頃（新千歳空港）
その他：
　　・参加費に宿泊代は含まれていません．現地徴収もしくは現地で各自清算となります（アポイ山荘：1泊2食付き12,000

円前後，アポイ岳調査研究支援センター：1泊2食付き5,000円前後　に分宿の予定です．案内者が宿泊先の希望を確
認します）．

　　・参加費に昼食代は含まれていません．大樹町道の駅「コスモール大樹」周辺の食堂で昼食予定．
　　・移動には中型バスを使用します．
　　・帰路は，新千歳空港で解散します．札幌まで戻りませんのでご注意ください．

Gコース　千島海溝沿岸域において認められる超巨大地震津波痕跡群と広域地殻変動
＜略称：超巨大地震津波痕跡＞
巡検コース：
　　1日目 �根室中標津空港（出発）9:00→根室市初田牛ガッカラ浜→根室市春国岱→別海町走古丹→別海町加賀屋文書館

→中標津町（ホテルマルエー温泉　泊）
　　2日目 �宿舎（出発）8:00→別海町尾岱沼→標津町茶志骨湿原→別海町野付半島竜神崎→野付半島ネイチャーセンター

→別海町オンネニクル→根室中標津空港（解散）17:00"
主な�見学対象：［1］ガッカラ浜の津波堆積物と完新世テフラ　［2］風蓮湖の地形発達史と地殻変動　［3］野付崎バリアース

ピットの地形発達史と地殻変動　［4］野付半島から望む北方領土と知床半島
日　程：9月3日（月）～4日（火）（1泊2日）※プレ巡検
定　員（最少催行人数）：20（10）
案内�者：七山 太（産総研）・渡辺和明（産総研）・重野聖之（明治コンサルタント）・石井正之（石井技術士事務所）・石渡

一人（別海町郷土資料館）・猪熊樹人（根室市歴史と自然の資料館）
参加費：18,200円（宿泊費は含まれていません．現地で各自清算となります（5,100円，素泊まり））
参照地図（1/2.5万）：「厚床」，「別当賀」，「東梅」，「風連」，「本別海」，「尾岱沼」，「標津」，「野付崎」
集合・解散：集合 9:00（根室中標津空港），解散 17:00頃（根室中標津空港）
その他：
　　・参加費に宿泊代は含まれていません．現地で各自清算して頂きます（5,100円，素泊まり）．
　　・参加費に昼食代は含まれません．休憩施設のレストランか，途中立ち寄るコンビニを利用可能です．
　　・根室中標津空港で集合・解散しますが，中標津バスターミナルを経由しますので，バスターミナルでの巡検参加，解

散が可能です．札幌～中標津間の移動には，下記の航空便もしくは北都交通の夜行バス･オーロラ号（要予約）が利
用できます．各自手配ください．【往路】新千歳空港8:00発→根室中標津空港08：50着ANA4881便，【復路】根室中
標津空港17:50発→新千歳空港18:50着ANA4886便

　　・巡検にはマイクロバスか中型バスを使用します．
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Hコース　街中ジオ散歩 in Sapporo―開拓使時代の川
＜略称：札幌の失われた川＞
巡検�コース：北大（出発）11：00→偕楽園→北大農学部→北大植物園→北1条通（解散）16:00
主な�見学対象：［1］開拓使時代の川（サクシコトニ川，セロンペッ川（チェプンペッ川），シンノシケコトニ川）　［2］メム

と豊平川扇状地　［3］北大と周辺に残る開拓使の時代（北大正門の生垣，予科記念碑，松村教授邸の石塀，清華亭の石
材：北原白秋の「この道」）

日　程：9月4日（火）（日帰り）
定　員（最少催行人数）：15（1）
案内者：宮坂省吾（北海道総合地質学研究センター）・内山幸二（山の手博物館）
参加費：1,000円
参照地図（1/2.5万）：「札幌」，「札幌北部」
集合・解散：集合 11:00（北大総合博物館前），解散 16:00（北大植物園，北1条通）
その他：
　　・アウトリーチ巡検（学会補助事業）
　　・参加対象：一般市民優先（定員に余裕がある場合は，会員等の参加も可）
　　・昼食・飲み物は持参してください．雨天でも実施しますので，雨具を忘れずお持ちください．
　　・移動はすべて徒歩となります（総移動距離は6km）．

Iコース　一億年時間旅行　三笠ジオパーク
＜略称：三笠ジオパーク＞
巡検�コース：北大（出発）8:30→三笠市立博物館→旧住友奔別炭鉱→三笠道の駅→北大（解散）17:20
主な�見学対象：［1］三笠市立博物館（アンモナイト化石や炭鉱資料などの展示資料）　［2］野外博物館（白亜紀層・古第三

紀層）の観察　［3］旧住友奔別炭鉱（近代化産業遺産）　［4］道の駅三笠
日　程：9月8日（土）（日帰り）
定　員（最少催行人数）：40（17）
案内者：下村　圭（三笠市役所）
参加費：5,300円
参照地図（1/2.5万）：
集合・解散：集合：8:30（北大総合博物館前），解散：17:20頃（北大総合博物館前）
その他：
　　・アウトリーチ巡検（学会補助事業）
　　・参加対象：一般市民優先（定員に余裕がある場合は，会員等の参加も可）
　　・参加費に博物館入館料，現地ガイド料，昼食代が含まれています.
　　・移動には大型バスを使用します．
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一般社団法人日本地質学会第10回総会開催について

　第 10 回総会を下記の次第により開催いたします．
2018 年 4 月 7 日

会長　渡部　芳夫

2018年5月19日（土）13:30 〜 15:30
会場　北とぴあ　第 2研修室（東京都北区王子 1-11-1）

総会議事次第
　１．議長選出
　２．開会
　３．議案
　　第１号議案　2017 年度事業報告・決算報告
　　第２号議案　代議員および理事選挙結果報告
　　第３号議案　2018 年度事業計画
　　第４号議案　2018 年度予算案
　　第５号議案　名誉会員の選出
　４．閉会

同日同会場にて下記の催しが予定されています．
第 9回惑星地球フォトコンテスト表彰式・展示会　時間：11:00 〜 12:30
ミニシンポジウム「日本地質学会のジオパークへの学術的貢献」　（主催：日本地質学会ジオパーク支援委員会）　時間：17:30〜 20:00
※これらの情報は，学会ホームページ，メールマガジン等で随時お知らせ致します．

１．�定款 20 条により，本総会は役員ならびに代議員による総会となります．代議員には，総会開催通知とともに総会

に必要な資料等を別途お送りいたします．ご都合で欠席される方は，定款 28 条第 1項にもとづき，議決権行使書

および議決権の代理行使（委任状）などにより，総会に出席したものとして議決権を行使することができます．

２．正会員は，総会に陪席することができます．ただし，総会規則 12 条 3 項により，許可のない発言はできません．

記念祝賀会
お申込まだ間に合います
是非ご参加下さい！
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教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

東京大学教養学部学際科学科
助教公募

職名及び人数：助教　１名
採用予定日：平成30年9月1日（予定）
任期：5年（再任可．ただし，１回限りとし，
再任の場合の任期は２年）
勤務地：東京都目黒区駒場3-8-1　駒場キャン
パス
所属：教養学部学際科学科
業務内容：
1）	教養学部後期課程 （学際科学科），大学院
（広域システム科学系）に属し，学際科学
科に所属の研究室と協力して教育・研究
にあたること

2）	教養学部後期課程（3 〜 4年生）における
地球・生物圏システム科学実験及び野外
実習．複合系計画論（自然科学と社会科
学の学際的講義１回＋全体を通して議論
のファシリテーション）

3）	教養学部後期課程（3～4年生）・大学院で
の教育・研究指導補佐

応募資格：
博士号を有するか，あるいはそれと同等の業
績を有する方／国籍は問わない／地球科学，
化学，あるいは生物学において十分な研究実
績のある方／学際的な視野で研究・教育に取
り組める方／フィールドワークの十分な経験
のある方
応募締切：平成30年5月11日（金）必着
 ・	書類による一次選考を行います．
 ・	二次選考として面接を行います（海外在住

の方については，面接の方法を考慮いたし
ます）．面接日：5月31日（木）午後．予備
日：5月28日（月）夕刻

 ・	面接のための交通費，宿泊費は支給されま
せん．

書類送付先及び問い合わせ先：
〒153-8902　東京都目黒区駒場3−8−1
東京大学教養学部学際科学科
学科長　横山ゆりか　宛
TEL: 03-5454-6674
e-mail: yurika@idea.c.u-tokyo.ac.jp
http://www.c.u-tokyo.ac.jp/info/news/
employment/index.html

海洋研究開発機構国際
ポストドクトラル研究員募集

目�的：海洋研究開発機構（JAMSTEC）では，
博士号をもつ優れた若手研究者が，その研

究課題をより卓越した業績へと発展させる
事を目的とし，国際ポストドクトラル研究
員制度を設けています．当該制度で採用さ
れたポストドクトラル研究員には，スター
トアップ資金および基礎研究費（1年目は
1,000千円，2年目以降はその半額を予定）
が支給されます．また在任中は，研究活動
を行うにあたり，JAMSTECの研究設備等
が利用できます．

募�集内容：当該制度採用者は，JAMSTECに
おいて，自立して自身が提案する研究課題
を遂行することが求められます． 在任中
は，研究活動を行うにあたり，JAMSTEC
の研究設備等が利用できます． 国際ポス
トドクトラル研究員にはそれぞれ担当のメ
ンターが指名されます．メンターは，ポス
トドクトラル研究員が研究活動を円滑に遂
行できるよう助言をし，年度ごとに進捗状
況の評価をします．

関�連する専門分野：すべての自然科学・工学
分野

※�海洋学，地球科学のバックグラウンド・実
績がない方からの応募も歓迎いたします．

応�募資格：博士号取得者（採用日までに取得
見込みの者を含む）．博士号を取得した年
度の末日から採用までが5年以内である事．

（平成25年4月以降に学位を取得した者．）
※�国籍・性別を問いません．
勤�務地：国立研究開発法人海洋研究開発機構
（横須賀本部／横浜研究所／高知コア研究
所／むつ研究所のいずれか）

募集人数：4～5名
雇用形態：任期制職員
勤務時間：裁量労働制
雇�用期間：平成31年4月1日～平成32年3月31

日（1回の雇用期間を1事業年度とし，契約
を更新することができるものとしますが，
通算雇用継続期間は3事業年度（平成34年3
月31日）を限度とします．）
応�募締切：平成30年5月28日（月）必着
お�問い合わせ先：国立研究開発法人海洋研究

開発機構
人事部　人事任用課　国際ポストドクトラル
研究員採用担当
TEL 046-867-9583　 FAX 046-867-9095
E-mail: recruit-app@jamstec.go.jp
http://www.jamstec.go.jp/recruit/details/
jinji20180528.html

静岡大学理学部地球科学科
教授の公募

１．職種・人員：教授（任期なし．年俸制を
適用します）・１名
２．専門分野：地球科学（本学科の構成員と
共同研究できる地殻・マントル変動分野）
３．応募資格：
1）	博士の学位を有する方　
2）	専門・共通教育において優れた教育実績

を有し，地球ダイナミクス講座の講義，

実験，実習，演習等を担当できる能力を
持ち，学部学生・大学院生の教育研究指
導に熱意のある方．

3）	地殻・マントル変動分野において教授に
ふさわしい高い水準の研究業績があり，
同分野を牽引できる方．

４．着任時期：平成30年10月1日以降のでき
るだけ早い時期
５．応募書類：
１�）履歴書（研究に関連した受賞歴，外部資

金の獲得状況，学内外の活動状況，および
専門分野を表すキーワード３つを含むこ
と）／２）これまでの研究・教育活動（直
近の10年間に主指導教員を務めた学士，修
士，博士数を含むこと．日本語3000字程
度）／３）研究業績目録：Ａ）査読のある
論文および総説（欧文，和文を分ける）
Ｂ）その他の論文および総説（欧文，和文
を分ける）Ｃ）著書Ｄ）主要論文（５編以
内）それぞれの被引用数（Web of Science
等データ源を明示）Ｅ）その他審査の参考
になる事項（任意）／４）主要論文の印刷
物（５編以内）およびそれらの論文概要

（日本語各400字程度）／５）本学に赴任し
た場合の今後の研究・教育の計画と抱負

（日本語3000字程度）／６）応募者につい
て意見を伺える方２名の氏名および連絡先

応�募方法：郵送または宅配便．「地球科学教
員応募」と朱書きし，送付履歴が残る方法
で紙媒体をお送りください．なお，応募書
類は返却いたしません．
応募締切：平成30年6月1日（金）必着
書類の送付先および問合せ先：
〒422-8529 静岡市駿河区大谷836
静岡大学理学部地球科学科 学科長 森下祐一
電話：054-238-4792  FAX：054-238-4792
電子メール：morishita.yuichi@shizuoka.ac.jp
http://www.sci.shizuoka.ac.jp/wp/wp-
content/uploads/2018/03/kobo_201803.pdf

公募結果
徳島大学大学院社会産業理工学研究部構
造地質学教授公募
筑波大学　安間　了（2018年4月1日着任）
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日本地質学会に寄せられ
た候補者の募集・推薦依
頼等をご案内いたしま
す．

各賞・
研究助成

2019年～2020年開催
藤原セミナーの募集

1. 対象分野
自然科学の全分野
2. 応募資格
わが国の大学等学術研究機関に所属する常勤
の研究者
3. 開催件数
2件以内
4. 開催費用援助額
1件につき　12,000千円　以内（総額24,000千
円以内）
5. セミナーの要件

（1）	セミナーは，国際的にも学問的水準の高
いものとし，そのテーマはなるべく基礎
的なもので，関連分野を含めた発展に寄
与するものであること．但し二国間会議，
定期的に行われる国際会議，およびその
準備会議，サテライト会議は対象としな
い．

（2）	参加者は，50～100人程度とし，外国人
研究者が参加者の5分の1程度含まれるこ
と．なお，国内外の優れた研究実績を有
する若い専門研究者の参加を奨励する．

（3）	セミナー開催対象期間は，2019年1月1日
～2020年12月31日

（4）	セミナーの開催地は，日本国内であるこ
と．

（5）	セミナー開催日数は，2 ～ 4 日以内とす
る．

（6）	参加者が，セミナー開催期間中，起居を
共にすることを原則とし，計画された講
演・討論のほか，個人的な討論など自由
な雰囲気で学問的な交流と人間的接触を
深め，永続する協力の基盤を作るような
ものであること．

6. 申請受付期間
2018年4月1日（日）〜 7月31日（火）（必着）
（学会締切6月29日（金））
7. 当財団が支給する経費
セミナー開催に直接必要な経費として当財団
が認めたもので，その費目は次のとおりとす
る．

（1）	準備費：準備費は，セミナー開催の準備
のために必要な国内外旅費，印刷製本費，
通信運搬費，会議費，賃金，消耗品費，
雑役務費等とする．

（2）	海外参加者旅費 
（3）	国内参加者旅費
（4）	セミナー経費：セミナー経費は，セミナ

ー開催期間中に必要な組織責任者等の旅

費，印刷製本費，通信運搬費，会議費，
レセプション経費，賃金，消耗品費，雑
役務費等とする．

8. 申請の方法
セミナー開催希望者は，「藤原セミナー開催
申請書」（1通）を，所属組織長を経由して当
財団に提出すること．尚，著名な参加予定者
については，セミナーのテーマに関する主要
論文（5名以内1人につき1篇，コピーで可）
を添付のこと．
申請書提出先・連絡先
〒104-0061 東京都中央区銀座3-7-12
公益財団法人　藤原科学財団
TEL（03）3561-7736　FAX（03）3561-7860
藤原科学財団ホームページ
http://www.fujizai.or.jp

住友財団2018年度研究助成

基礎科学研究助成
助成対象研究：理学（数学，物理学，化学，
生物学）の各分野及びこれらの複数にまたが
る分野の基礎研究で萌芽的なもの（それぞれ
の分野における工学の基礎となるものを含
む．）
応募資格：若手研究者（個人またはグルー
プ．所属が営利企業の場合には応募不可）
助成金：総額1億5,000万円（１件当たり最大
500万円）
助成件数：90件程度

環境研究助成
助成対象研究：
 ・	一般研究　環境に関する研究（分野は問い

ません．）
 ・	課題研究　2018年度募集課題「地域固有の

環境問題の理解および解決のための学際研
究または国際共同研究」

応募資格：研究者個人またはグループ．所属
が営利企業の場合には応募不可．
助成金：
一般研究　7,500万円　1件当たり最大　500
万円
課題研究　2,500万円　1件当たり最大1,000万
円
助成件数：一般研究 50件程度，課題研究3件
を予定
募集締切：応募手順が２段階になっていま
す．詳細はHPの応募方法をご確認ください．
　1）E-mail締切：6月7日（木）
　2）郵送の締切：6月30日（土）
応募方法：
ア）	財団ホームページから申請書類をダウン

ロード，イ）申請書の作成，ウ）申請書
のデータ送信，受付番号の取得：6月7日

（木）締切，エ）申請書類の送付：6月30
日（土）締切

　なお，今年度から英文での申請も受付ける
ことといたしました（詳細は募集要項および

当財団のホームぺージをご参照ください）．
連絡先：
〒105-0012　東京都港区芝大門1-12-16　住友
芝大門ビル２号館
公益財団法人　住友財団
TEL：03-5473-0161　　FAX：03-5473-8471
E-mail：sumitomo-found＠msj.biglobe.ne.jp
URL：http://www.sumitomo.or.jp/

山田科学振興財団
国際学術集会助成

物理学，化学，生物学，医学，地学，天文学
等の基礎科学研究者のために
募集内容：
1）基礎科学の適切なテーマについて，国際
的視野で最高レベルの研究の現状を総括する
国際学術集会．
2）基礎科学研究者の世代間の対話によって，
若い世代の研究の発展の基礎を構築する国際
学術集会．
3）基礎科学の異分野間の交流を図り，cross 
disciplinaryな討論を通じて，新しい発展を
模索する国際学術集会．
応募者資格：日本の研究機関に所属する研究
者であること（身分，経歴，年齢等は問いま
せん）
助成金額：総額800万円以内
募集期間：2018年4月1日（金）〜 2019年2月
22日（金）（必着）
開催時期：2021年開催予定の国際学術集会
選考結果：2019年8月所順位WEBサイトにて
発表
応募書類送付先及び連絡先
公益財団法人　山田科学振興財団
〒544-8666　大阪市生野区巽西1丁目8番1号
電話　06-6758-3745（代表）
http://www.yamadazaidan.jp/jigyo/bosyu_
kokusai.html
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C A L E N DAR
2018.4～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2018年
■4月　April
★関東支部2018年度総会・地質技術
伝承講習会
4月21日（土）
場所：北とぴあ　第2研修室
http://kanto.geosociety.jp/

■5月　May
★日本地質学会創立125周年記念式典
5月18日（金）10:30 〜 18:30
会場：北とぴあ（東京都北区王子1-11-1）
祝賀会申込受付中です
http//www.geosociety.jp

★日本地質学会2018年度（第10回）
代議員総会
5月19日（土）13:30～15:30
会場 北とぴあ 第2研修室（東京都北区王子）
ht tp : / /www.geo soc i e ty . j p /ou t l i n e/
content0152.html

★日本地質学会ミニシンポジウム
「日本地質学会のジオパークへの学術的貢献」
5月19日（土） 17:30～20:00
会場：北とぴあ 第2研修室
http ://www.geosoc ie ty . jp/geopark/
content0021.html

○日本地球惑星連合2018年大会
5月20日（日）～24日（木）
場所：幕張メッセおよび東京ベイ幕張ホール
早期参加登録締切：5月8日（火）
http://www.jpgu.org/meeting_2018/

○第210回地質汚染イブニングセミナー
5月25日（金）18：30～20：30
場所：北とぴあ902会議室
講師：三田村　宗樹（大阪市立大学大学院理
学研究科教授）　　　　　　　　　　　
テーマ：大阪層群最下部相当の帯水層での自
然水位観測とその評価
http://www.npo-geopol.or.jp

○OCEANS’18 MTS / IEEE Kobe 
/ Techno-Ocean2018（OTO’18）
5月28日（月）～31日（木）
会場：神戸コンベンションセンター
https://www.techno-ocean.com/

（後）日本原子力学会 特別国際シン
ポジウム

「断層リスクに向き合う原子力安全のアプロ
ーチ」
5月31日（木）13:30 〜 18:00
場所：東京大学弥生講堂一条ホール
http://www.aesj.net/activity/conference/
symp20180531

■6月　July
○Crossing New Frontiers - Tephra 
Hunt in Transylvania
主 催：International Focus Group on 
Tephrochronology and Volcanology(INTAV)

（テフラ・火山国際研究グループ）
6月24日（日）〜 29日（金）
場所：ルーマニア
http://www.bayceer.uni-bayreuth.de/
intav2018/

○地質学史懇話会
6月24日（日）13:30 〜 17:00
会場：北とぴあ 　803会議室
講演予定者：眞島英壽氏・柴田陽一氏
連絡先：矢島道子 pxi02070@nifty.com

■7月　July
（後） ｢設計業務等標準積算基準書の
解説｣ 説明会（地質編）
主催：全地連・経済調査会
7月2日（月）〜 8月31日（金）
場所：全国9地区(東京、高松、大阪、仙台、
名古屋、札幌、広島、新潟、福岡)
受講料：6,000円
https://seminar.zai-keicho.or.jp/seminar/
detail/index/148/6

（後）第55回アイソトープ・放射線研
究発表会
7月4日（水）～6日（金）
会場：東京大学弥生講堂（文京区弥生1-1-1）
https://www.jrias.or.jp/

■8月　August
○AOM3;The Third Asian Ostracod 
Meeting
8月6日（月）〜 10日（金）
会場：しいのき迎賓館（石川県金沢市）
http://www.ostracoda.net/aom3/

■9月　September
★日本地質学会第125年学術大会
9月5日（水）～7日（金）
場所：北海道大学（札幌市）
講演申込受付：4月末〜 6月13日（水）
http//www.geosociety.jp

（共）2018年度日本地球化学会第65
回年会
9月11日（火）～13日（木）
場所：琉球大学・千原キャンパス

http://www.geochem.jp/meeting/index.
html

○日本鉱物科学会2018年年会
9月19日（水）〜 21日（金）
会場：山形大学小白川キャンパス
http://jams.la.coocan.jp/index.html

○第35回歴史地震研究会（大分大会）
9月22日（土）～25日（火）
場所：ホルトホール大分（大分市金池南1-5-1）
講演申込締切：5月31日（木）
http://sakuya.ed.shizuoka.ac.jp/rzisin/
menu7.html

○国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2018年会・第15回ゴンドワナからア
ジア国際シンポジウム
9月24日（月）〜 28日（金）
場所：中国西安市
主催：中国北西大学・IAGR
First circular: www.geocities.jp/gondwanainst/
s y m p o s i u m / I A G R 2 0 1 8 O nw a r d s /
FirstcircularIAGR2018

○日本火山学会2018年度秋季大会
9月26日（水）～28日（金）
会場：秋田大学（秋田県秋田市）
http://www.kazan-g.sakura.ne.jp/J/index.
html
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紹　介

はじめての地質学
日本の地層と岩石を調べる

日本地質学会編著

ベ レ 出 版2017年9月25日 発 行，247ペ ー
ジ，定価1600円＋税，ISBN 978-4-86064-
522-9

　本書は，日本地質学会の創立125周年を記
念して企画出版されたものであり，一般向け
の地質学の入門書という性格を持っている．
評者の高校入学時の普通科では，理科4科目
が必修であり，物理・化学・生物は4単位，
地学2単位で実施されていた．後に選択制と
なったため，地学に興味はあっても高校で地
学を履修できなかった方々にとってこの本
は，大人のための地学の教科書といえるもの
になった．
　まえがきのなかで，編集委員長がこの本を
1960年代にイギリスの地質学者であるアーサ
ー・ ホ ー ム ズ が 著 し た「Principles of 
Physical Geology」のような本にしたいと述
べている．「Principles of Physical Geology」
は，1969年に「一般地質学」（3分冊）として
日本語訳が出版された．評者にとっても思い
出深い本であり，学生時代の岩石学演習の時
間，私の机上の一般地質学Ⅰを目に留めた担
当教授が，いい本だから是非原書で読みなさ
いと教室にいた学生に薦めたことを思い出し
た．当時は，造山運動は地向斜で説明される
ことが多く大陸移動説は少数派であったと記
憶している．大学卒業後高校の教員になった

が，地学の教科書ではしばらくの間地向斜説
が主流でその後両論併記の時期を経て大陸移
動説から海洋底拡大説を経てプレートテクト
ニクス説に移行してきた．「一般地質学」は
この間の私の指導書的役割を果たしてくれ
た．「はじめての地質学」も中学校・高校の
先生方にとって地学を教えるためのよい参考
書となるはずである．
　本書は全７章で構成されており，第1章地
球の表層部，第2章地球の内部，第3章地質学
の歴史，第4章日本列島の形成史，第5章地下
資源，第6章自然災害，第7章日本列島の地形
風景と地質構造とジオパーク，と進められて
いくので，第1章から読み進めていくと地質
学の基礎から日本列島ができあがる過程と現
在の日本列島の風景の背景を理解することが
できる．表紙カバーの写真も日本列島の姿を
捉えたものが使用されており，本書の内容を
想像できるものとなっている．
　地学関係の入門書は，現在何冊か目にする
ことができるが，本書の特徴は，目次を見る
とわかるように各章のタイトルが疑問文の形
になっていることである．これは，地球のこ
とについて読者が普段疑問に思っていること
を徐々に解き明かしていくスタイルをとって
いるためである．さらに，文章もわかりやす
い言葉で書かれているため，読みやすい本と
なっている．また，やや大きめの活字を採用
しているので老眼の評者でも楽に読むことが
できる．さらに，各章ごとにほぼまとまった
内容になっているので自分の興味のあるとこ
ろから読むことも可能である．例えば，第2
章「地球の内部はどうなっているのか」は

「01地球の内部をどのように探るか」「02地球
を深く掘り下げる」「03地球の内部を探る」

「04地表の大地形があらわす地球の大きな営
み」「05プレートテクトニクスと日本列島」
に分けて書かれている．「01」では地球が球
体であることから始まり，その形や大きさか
ら時間，長さ，重さの単位がきめられたこ
と，太陽系と地球の誕生の経緯，隕石が教え
てくれること，大気と海洋の起源，生命をは
ぐくんだ海洋について，「02」では陸域の掘
削，地球深部探査船「ちきゅう」の成果と今
後の掘削計画について，「03」では地震波に
よる内部構造の探査，地球の層構造と構成物
質，低速度層の発見，温度と圧力について，

「04」では地球全体の形の中でジオイドや重
力・遠心力・引力に触れ，ここから地球の質
量や平均密度が求められること，海底地形

（中央海嶺・トランスフォーム断層），海溝と
地震・地磁気の縞模様と古地磁気学，海洋底
拡大説からプレートテクトニクスへの発展，
プレートテクトニクスによる大山脈の形成，
大地形と変動帯の関係が語られ，付加体と日
本列島の形成で結んでいる．日本列島の形成
については第4章であらためて詳細な説明が
されている．本書のこのような形式は，次の
展開を楽しみながら読み進めることができる
ので，それぞれの章を一気に読み進めること
ができる．また，文中の表や図はわかりやす

く説明も丁寧である．また，各章の扉や本文
中に随所に挿入されている写真も文章の理解
を助ける適切なものが選ばれている．
　日本列島は，火山・地震・台風などの自然
災害の多い国である．災害を防ぐことは難し
いことであるが，国民が地質学のリテラシー
を高めることにより災害を軽減することは可
能である．この本にはそういった役割も期待
したい．その意味で公共の図書館に備えてほ
しいし，自治体の防災担当者に一読を薦めた
い．
　あえていくつか注文をつけるとすれば，巻
末の「県の石」は，すべてをまとめた一覧表
があるとよかった．また，表紙カバー裏のカ
ラー写真が小さいので口絵のような形で数ペ
ージ分大判の写真がほしいと思った．改訂の
機会があれば考慮願いたい．

（細谷正夫）
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　 第7回 学 生 の ヒ マ ラ ヤ 野 外 実 習 ツ ア ー
（SHET-7） は3月4日 〜 18日 の14泊15日 間，
ネパールヒマラヤ中部から中西部で実施され
た．ツアーチームは日本から学生11人，市民
1人と引率指導者1人，ネパールから学生4人
と教員1人で，総勢18人であった．参加学生
の所属は多い順にトリブバン大学と愛媛大学

（各4人），千葉大学（3人），弘前大学，新潟
大学，信州大学，日本大学（各1人）で，男
性14人女性4人の構成だった．ツアー実施前
に日本人登録指導者24人を対象にツアーリー
ダーの公募を行ったが希望者は無く，吉田が
昨年に引き続きリーダーを務めた．ほかにト
リブバン大学トリチャンドラキャンパス地質
学教室のLaxman Subediがサブリーダーを務
めた．
　今回初めて利用した中国南方航空は早朝に
関空を出発してその日の深夜にカトマンズに
到着した．このため，ツアー全体として従来
より2日分日程に余裕ができ，タンセン一泊
とカトマンズ市内ツアーに活用された．

　ネパール2日目の午前中はプレツアーセミ
ナーで，ヒマラヤの成り立ちと生い立ち，実
習地域の地質概要，ヒマラヤにおける野外実
習ツアーの危険と注意，実習ツアーのハイラ
イトの講義があった．セミナー終了後はトリ
ブバン大学生多数を交えて3グループに分か
れて，それぞれに街でランチのあと，震災で
大きなダメージを受けた世界遺産のスワヤン
ブナート寺院見学を行った．3日目以後の野
外ツアーでは，カトマンズ～ポカラ～ルンビ
ニ～カトマンズ区間は中型バス，ポカラから
カリガンダキ河コースはジープ５台をチャー
ターし，大いに活用した．
　カリガンダキ河コースでは，テチスヒマラ
ヤ帯，高ヒマラヤ帯，低ヒマラヤ帯の基盤及
び第四系の地質と岩石，及びそれらの境界断
層である南チベットディタッチメントシステ
ム（図1のSTD）と主中央衝上断層（MCT）
を観察した．
　帰路に2泊したポカラでは，フェワ湖南の
世界平和塔の丘からポカラ周辺の地形を観察

学協会・研究会報告

第 7回学生のヒマラヤ野外実習ツアー実施報告

した後，セティコーラ河原の礫，ポカラ盆地
を埋めている土石流堆積物と山岳博物館など
を見学した．ポカラ～ルンビニ～ムグリン～
カトマンズコースでは，低ヒマラヤ帯，シワ
リーク帯，ガンジス沖積平野と，それらの境
界をなす主境界衝上断層（MBT）と主前縁
衝上断層（MFT）を観察した．ルンビニで
は釈迦生誕のマヤ・デヴィ寺院を訪れた．野
外ツアー期間中毎日の夕食後には復習と予習
のセミナーを行った．例年と異なり，途中タ
ンセンで一泊したため，この区間は余裕ある
ツアーができた．
　カトマンズ帰着の翌日，午前中はトリブバ
ン大学で，同大学の教員と学生も参加して報
告会が行われ，ツアー参加者全員が①実習ツ
アーで最も感激した地質事象，②最も感激し
た地質以外のことがらなどを英語で報告し
た．その後，ちょうどカトマンズ来訪中だっ
た京都大学の酒井治孝氏に，氏の50年間にわ
たるネパールでの活動について特別講義をし
て頂いた．午後には全員自由行動で，夜はお
別れ夕食会をタメルの日本食レストランで行
った．翌日は帰国日だったが，朝から夕方ま
で，トリブバン大学生たちと３グループに分
かれてカトマンズ市内見学会を行い，深夜に
カトマンズを発ち，翌日13時に全員無事帰国
した．
　ツアー期間のセミナー等は英語で，時折日
本語を混ぜて行われた．毎夕食後の復習･予
習会では，個々の見学地点について参加者が
英語で報告し，あるいはコメント，質問を行
った．トリブバン大学生達との毎日の交流も
あり，参加者の英語環境への親近感は大いに
高められたと思われる．

吉田　勝（実習ツアーリーダー，ゴンドワナ地質環境研究所）

図1：実習ツアー地域の地質概略図とSHET-7
ツアールート
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学協会・研究会報告

　野外ツアーコースの道路拡張・舗装工事は
すべての区間で進行中であった．このため各
所で工事渋滞があったが，一方，ジョムソン
ではカリガンダキ河に立派な橋が架かり，従
来問題だったジープのカリガンダキ河渡渉の
不安が解消された．また，カグベニ東テラス
とムクチナートの間は舗装が完成し，快適な
ドライブウエイとなっていた．ネパールの道
路事情は近年ドラスティックに一新するであ
ろう．
　ツアーの前半は快晴で，毎日すばらしいヒ
マラヤの景観に恵まれた．参加者は皆元気で
仲良く，ツアー中はまことににぎやかで陽気
であった．しかし帰国前日ころから参加者の
半数近くに腹痛や下痢があり，一部は帰国後
の検査で食中毒であったことが判明した．
　以上，健康上の問題が若干発生したもの
の，報告会での発表や帰国後のメール連絡に
よれば，実習ツアーについての参加者の評価
は大変に高いものであった．ヒマラヤの地質
と景観のすばらしさだけでなく，英語環境，
ネパール学生らとの交流やネパール文化との
接触に関しても大いに評価されている．
　実習ツアーの経理の暫定的な概要は以下の
通りである．収入は学生の暫定参加費20万円
×11人，一般参加者25万円×1人及びネパー

ル学生参加費5,181円×4人に加え，2組織か
らの寄付金30万円で総額2,770,725円，参加者
1人当たり約230,894円であった．参加者1人
当たりの平均支出は準備経費が約24,776円，
平均航空運賃が約60,460円，カトマンズとポ
カラでの会食費等を含む現地雑費が11,100
円，全コースの車チャーター料金と宿泊・食
費を含むネパールの旅行社への支払いが約
98,415円で，合計約194,750円であった．参加
者には1人当りの収入総額と平均支出総額の
差額約36,144円（平均額）が返金できるであ
ろう．
　参加者の評価もよく，実習ツアーのロジス
ティックスも年を追ってスムースになってき
ており，本実習ツアーは今後も継続できる見
通しである．来年3月には第8回実習ツアーを
実施する予定で，参加者募集は6月から開始
されるであろう（下記ホームページ参照）．
本プログラムにご賛同頂ける会員の皆さまに
は，ご所属の学生等に情宣下さいますよう，
お願いします．
　なお，本実習ツアーには学生以外にも，学
会員はじめ一般市民もご参加頂けます．全行
程に車が付き添っているので，足に自信のな
い方でも問題ありません．お問い合わせは吉
田まで，下記アドレスへお願いします．な

お，本ツアーの学生参加費をできるだけ安価
にして，志ある学生の参加を容易にするた
め，篤志の組織や個人の寄付金を受け入れて
います．お心当たりのあるときはご一報下さ
い．
　最後になりましたが，ご推薦，応援頂いた
個人・団体の皆さま，ご後援名義を頂いてい
る日本地質学会，地学団体研究会，日本応用
地質学会，ネパール地質学会，ネパール地す
べり学会，国際ゴンドワナ研究連合，及びご
寄付を頂いたゴンドワナ地質環境研究所と，
ネパール学生2人分の参加費相当のご寄付を
頂いた国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）に
紙上を借りて感謝の意を表します．

（SHETホ ー ム ペ ー ジ：www.geocities.jp/
gondwanainst/geotours/Studentfieldex_
index.htm　 吉 田 の e-mail ア ド レ ス：
gondwana@oregano.ocn.ne.jp）

写真1：ダウラギリをバックにツアーチーム
一同

写真２：カリガンダキ河原には風紋がよく発
達している

写真３：道路工事で現れたSTDSの見事な露
頭、写真の左下TGは第三期花崗岩、右上TS
はテチス層群最下部の石灰質砂岩

写真4：市内見学ツアーで同行したトリブバン
大学生たちと、トリチャンドラキャンパスで
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★第9回惑星地球フォトコンテスト
入選作品展示会

日時：2018年4月28日（土）午後〜 5月12日（土）午前
場�所：銀座プロムナードギャラリー（中央区銀座4丁目　東銀

座地下歩道壁面）
http://www.photo.geosociety.jp/

表彰式

日程：2018年5月19日（土）11:00 〜 12:30（予定）
場所：北とぴあ　第2研修室（東京都北区王子）
白尾元理審査委員長による講評を予定しています．
http://www.photo.geosociety.jp/

★街中ジオ散歩
2018年度地質の日記念兼日本地質学会125周年記念事業 
第7回街中ジオ散歩in Kawasaki

「多摩丘陵の100万年を歩く」徒歩見学会

主�催：一般社団法人日本地質学会，一般社団法人日本応用地質
学会

後援：川崎市教育委員会，一般社団法人東京都地質調査業協会
日時：2018年5月13日（日）9:45 〜 16:00小雨決行（予定）
見学場所：神奈川県川崎市多摩区生田緑地公園内

（注）参加申込は締切りました．

★近畿支部
第35回地球科学講演会「都市大阪を生ん
だ土地のなりたち−遺跡の地層から読む
−」

　「大阪南の心斎橋筋は，1500年前は海岸だった」「薬問屋の町，
道修町通りは，奈良時代は入江だった」というと，大阪をよく
知る方も少なからず驚かれるでしょう．そんなちょっとローカ
ルな土地のなりたちを，上町台地や海岸低地を中心に，都市づ
くりや気候変化もまじえて，縄文時代から豊臣時代までたどり
ます．

主�催：地学団体研究会大阪支部・日本地質学会近畿支部・大阪
市立自然史博物館

日�時：2018年5月13日（日）14:00 〜 16:00
会�場：大阪市立自然史博物館　講堂（大阪市東住吉区長居公園

1-23
講師：趙　哲済氏（大阪文化財研究所）
対象：どなたでも参加できます
申込不要，直接会場へお越しください（先着250名）
問い合わせ：大阪市立自然史博物館
　　　　　　（担当 中条）nakajo@mus.nh.city.osaka.jp

★その他
地質情報普及講座：深海から生まれた城
ヶ島

主催：三浦半島活断層研究会
後援：日本地質学会・三浦市
日程：2018年5月20日（日）10:00 〜 15:00（小雨決行）
　火山活動と地震活動に焦点をあてて城ヶ島の自然を楽しみま
す．
　三浦半島最南端の城ヶ島は，風光明媚は観光地として知られ
ています．この自然豊かな城ヶ島には美しい風景や動物・植物
ばかりではなく，たくさんの変化に富んだ地形・地質を見るこ
とができます．炎が舞っているような火山灰の地層や複雑な断
層，深海に生活していた生物の痕跡，激しい火山爆発によって
もたらされた火山豆石やゴマ塩火山灰などなど．城ヶ島には，
三浦半島誕生の秘密がたくさん詰まっています．
募集人員：50名
注意：海岸の岩場を歩くので，履き慣れた靴でご参加下さい．
飲み物，弁当は各自持参．
参加費：500円（資料代，保険）
申込締切：5月10日（木）
申�込方法：往復はがきまたはe-mailにて，住所，氏名，電話番

号をご記入のうえ，下記までお申込下さい．
申込先：三浦半島活断層調査会　事務局（赤須邦夫方）
　〒249-0008　逗子市小坪5-16-11
　電話　0467-24-0935
　e-mail: akasu@jcom.zaq.ne.jp

観察会：城ヶ島の高潮・大正関東地震津
波・地盤隆起

　2017年10月23日，台風21号による高潮は，城ヶ島に大被害を
与え，島の南部の民宿・食堂は大破しました。長津呂から進入
した高潮は7〜8mと見積もられます．1923年の大正関東地震時
は，地盤隆起は断層に挟まれた地塊ごとに隆起量は異なります．
地盤隆起で津波被害は減少されましたが．1917（大正6）年の
高潮では，大被害を生じました．
　今回は，自然の防波堤，要塞島であった城ヶ島の地質と高潮
被害を観察します．また，1881（明治14）年に開校した旧城ヶ
島分校・海の資料館でまとめの学習を行います．

主催：ジオ神奈川
後援：日本地質学会，三浦市，三浦市教育委員会
日時：2018年5月19日（土）10:00 〜 15:00
場所：神奈川県三浦市城ヶ島
参加費：800円
定員：25名（先着順受付）
申込締切：5月6日（日）
申込方法：メールもしくは往復はがきで，住所，氏名，電話，
年齢を記入して下記までお申し込み下さい．
申込・問い合わせ先：ジオ神奈川　代表 蟹江康光
　〒249-0004　逗子市沼間2-9-4-405
　メール：okinaebis@mac.com

2018年の「地質の日」学会関連のイベントをご案内します．
イベントの情報は，学会HP< http://www.geosociety.jp>で
随時更新していますので，あわせてご覧下さい．
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定価400円
（会員頒価300円）

地質リーフレットたんけんシリーズ5

荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう
あらかわ きざ まど

編集：日本地質学会長瀞たんけんマップ編集委員会

　　　（高木秀雄・本間岳史・露木和男）

発行：一般社団法人日本地質学会

A2版 8折　両面フルカラー印刷 

「ジオパーク秩父」の重要なジオサイトのひとつ長瀞のたんけんマップができました

日本地質学会では，平成29年度の（独）国立青少年教育
振興機構の子どもゆめ基金の助成を受けて，表記のWeb
教材の開発制作を行い公開いたしました．この教材は，
小学生から中学生の児童・生徒を対象とした内容です．
日本各地の地層や地形，身近に観察できる場所などを対
象に，広く地学に興味を持つことができる内容と構成に
なっています．また，この教材は，学校や家庭で子供た
ちを教える教員及び保護者の皆様にとりましても，有効
な教材として，子どもたちと一緒に楽しく学んでいただ
ける内容です．スマートフォンやタブレットなどで見る
ことができるように構成されていますので，教室や家庭
の中だけではなく，野外観察などの屋外での学習に対応
できるツールとしても，大いに活用していただきたいと
思います．

普及活動へのご協力お願い
　この教材開発には，今後３年間にわたる普及活動も含
まれており，年度ごとに実績報告が義務となっています．
つきましては，会員をはじめ多くの皆様にこの教材をご
利用いただき，また普及をしていただければありがたく
存じます．普及活動は小規模なものでもかまいませんし，

WEB教材
ボクたちの“足もと”から地球のことを知ろう

～地層と地形が教えてくれるボクたちのルーツとミライ～

http://yume-earth.geosociety.jp

施設にパンフレットやポスターを置いていただくことで
も結構です．
　この教材を使っての普及活動，イベントや授業，ある
いはイベントの中での普及活動，博物館等での普及資料
の配布など，ご協力いただける方は，学会HPより普及活
動申請書をダウンロードしていただき，事務局までご連
絡をお願いいたします．
　なお，教材はできたばかりですので不備な点があるか
もしれません．この教材を育てつつ，ぜひ普及活動にご
協力をいただきますようよろしくお願いいたします．

11_WEB教材 ボクたちの.indd   11 18/04/25   15:45
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意見・提言

高等学校学習指導要領案へのパブリックコメント

　文部科学省では，平成28年12月21日の中央教育審議会答申
「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習
指導要領等の改善及び必要な方策等について」等を受け，学校
教育法施行規則の一部改正及び高等学校学習指導要領の改訂を
予定しており，それに伴いブリックコメント（意見募集）が行
われました．日本地質学会として意見を提出しました．（2018
年3月15日提出）

-------------------------（以下，コメント掲載）-------------------------

意見1：
小・中学校の理科では，物理・化学・生物・地学の各分野を体
系的に学習することにより，自然の事物・事象に関する科学的
な見方や考え方をバランスよく育む状況が整っています．しか
しながら，高等学校理科では，必修科目が「科学と人間生活」
を含む２科目又は基礎を付した科目３科目となっており，バラ
ンスを欠いた履修基準となっていると考えます．高等学校理科
においては基礎を付した４科目の必修化によって自然科学全般
の学習がなされるべきであると考えます．
意見の分類番号：３

意見2：
自然災害や自然景観など，人間の生活に関わることの多くは地
球表層の地質や岩石の風化などと深く関係しており，地球表層
を覆う土壌の成因について，化学，物理，生物学的作用と関連
付けて理解する必要があります．したがいまして，「科学と人
間生活」において，土壌等の学習が自然災害との関連において
盛り込まれることを要望します．
意見の分類番号：８

意見3：
改訂案の「地学基礎」では，現行の「地学基礎」の３の（２）
のイの（ア）の「地層の形成と地質構造」が削除されています．

平成30年度大学入試センター試験の
地学関連科目に関する意見書

　独立行政法人大学入試センターへ，平成30年度大学入試セン
ター試験の地学関連科目に関する意見書を提出しました．（平
成30年3月22日提出）

-------------------------（以下，全文掲載）-------------------------

平成30年3月22日

独立行政法人　大学入試センター
理事長　　山本　廣基　様

一般社団法人日本地質学会
会長　渡部　芳夫

「地層の形成と地質構造」では，地層が形成される仕組みや地
質構造及び堆積岩・火成岩・変成岩の観察等の学習が含まれて
います．これらの学習が「地学基礎」から削除されることによ
り，多くの生徒は地球を構成する基本的な岩石とその移り変わ
り，すなわち，岩石サイクルという概念を学習する機会を失う
ことになります．したがいまして，岩石サイクルという概念の
学習が「地学基礎」の中に盛り込まれることを要望します．
意見の分類番号：８

意見4：
改訂案の「地学」の２の（２）のアの（イ）のイの地層の観察
に関わっては，３の内容の取扱いの中で，地質図の読み方の概
要を扱うこととされていますが，地質図に関わっては断層や褶
曲等の地質構造の解読が重要となってきます．したがいまして，
２の（２）のアの（イ）のイの地層の観察において，地質構造
の扱いを明示することを要望します．例えば，２の（２）のア
の（イ）のイの地層の観察を以下のように修正することを提案
します．

「地層に関する野外観察や実験などを行い，地層の形成，地質
構造及び地質時代における地球環境や地殻変動について理解す
ること．」
意見の分類番号：８

意見5：
改訂案の「地学」においては，３種類の岩石（火成岩，堆積岩，
変成岩）に関して，２の（２）のアの（ア）のウで火成岩が，
エで変成岩が扱われていますが，堆積岩の扱いが明示されてい
ません．堆積岩の形成に関わる続成作用は岩石サイクルにおい
て重要な作用であるとともに，堆積岩の多様性は地球表層環境
の多様性を反映しています．したがいまして，堆積岩の扱いを
明示することを要望します．例えば，２の（２）のアの（イ）
のアの地表の変化の記述を以下のように修正することを提案し
ます．

「風化，侵食，運搬及び堆積の諸作用による地形及び堆積物と
堆積岩の形成について，身近な地形と関連付けて理解するこ
と．」
意見の分類番号：８

平成30年度大学入試センター試験の地学関連科目に関する意見書

　日本地質学会は，大学入試センター試験の地学関連科目の問
題作成および得点調整に関わって，意見並びに改善に向けた要
望を大学入試センターに申し入れしてきたところです．その要
望の主眼は，地学関連科目の平均点が他の理科科目に比べて低
くならないようにしていただきたいということでありました．
本年に実施されました平成30年度大学入試センター試験（本試
験）の地学関連科目に関して，以下のような意見を申し入れ致
します．

（1）理科①の「地学基礎」においては基礎的な問題が出題され
ており，適正かつ良質な問題であったと考えます．

（2）理科②の「地学」においては基礎的な問題が出題されてお
りましたが，平均点は48.58点で，平均点が最も高かった「物
理」との差が13.84点と，20点以内となってはいるものの，他科
目に比べて顕著に低い得点となりました．引き続き，問題作成
に工夫していただき，平均点が他科目に比べて低くならないよ
うにしていただきたくお願い致します．
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はじめに
　2018年1月27日と28日の日程で第11回花崗岩若手の会巡検（東
濃地域）が行われた．学生・院生10名を含めた総勢20名で行わ
れ，20代から50代までの幅広い年齢層が集まった．案内人は日本
原子力研究開発機構の植木忠正さんが務めて下さり，岐阜県東濃
地域に産する火成岩類を中心に，日本三大ペグマタイトの1つで
ある苗木・上松花崗岩中のペグマタイトなど，特徴的な露頭を見
学することができた．特に，今回は日本原子力研究開発機構の瑞
浪超深地層研究所にある深さ500 mの立坑を見学することがで
き，地下500 mにある花崗岩を目にする貴重な機会を頂いた．
　このような貴重な機会を共有するため，以下にその詳細を報
告する．

参加者（敬称略）：植木忠正（原子力機構），金丸龍夫（日大），
谷健一郎（科博），河上哲生，エティエン スクリペク，門田康
弘，葛立恵一，宍倉 愛（京大），安間 了（筑波大），板野敬太

（東大），隅田祥光（長崎大），壷井基裕，手塚直希（関西学院
大），古川邦之（愛知大），西村公宏（神戸大），斉藤 哲，下岡
和也，相田和之，刑部凱空（愛媛大），西尾郁也（金沢大）

1月27日
瑞浪超深地層研究所の見学　初日は岐阜県瑞浪市にある瑞浪超
深地層研究所を見学した．この研究所は地下深部における地質
環境の研究や技術開発を目的とした施設である．見学に際して，
最初に職員の方から施設の概要をお聞きし，立坑内へは6 〜 7
人で1班となり案内して頂いた．地下500 mにある立坑内の壁
面は土岐花崗岩で出来ていたが，岩盤は必ずしも新鮮で硬いと
いうわけではなく，意外と変質している部分などもあった．岩
盤を見るだけでなく，この施設で行われている試験や地下水の
お話など，自分の専門以外のことも勉強することができた．日

頃自分が研究している花崗岩を地下深部で直接目にすることが
できたことは，非常に有意義な時間だった．

勉強会　瑞浪深地層研究所をあとにし，温泉を満喫した後に「道
の駅加子母」で夕飯を頂いた．東濃地域のおいしい食材の料理
を食べ，道の駅加子母の安江健一さんから付近を走る阿寺断層
についてのお話をして頂くなど，とても楽しい夕食となった．
安江さんは阿寺断層をテーマに，地質教育のイベントを計画中
とのことだったので，開かれる際は是非行ってみたいと思った．
　夜の勉強会は道の駅加子母の隣の「ふれあいのやかたかしも」
で行われた．植木さんから東濃地域の岩石について，西村さん
から鬼界カルデラにおける大規模フェルシックマグマの成因に
ついて，板野さんから局所微量分析・同位体分析から探る武節
花崗岩マグマの進化について，金丸さんからは南極調査につい
ての講演を頂き，私もアダカイト質葛城トーナル岩中の暗色包
有物の成因とマグマ組成への影響について発表の機会を頂い
た．それぞれ岩石を扱うという共通点を持ちながらも，違う強
みを持って研究にアプローチしており，見識を広げる良い機会
となった．また，半数以上が学生・院生の発表であったことか
らか，学生からの質問も多く，活発な議論がなされた．金丸さ
んのお話も，なかなか聞けない貴重な経験であり，学生を中心
に食入るように聞いていた姿が印象的だった．若手にとっては
非常に良い経験となったのではないかと思う．

1月28日：東濃地域の巡検
　この日は朝から1日巡検が行われた．東濃地域は土岐花崗岩，
苗木・上松花崗岩，濃飛流紋岩といった白亜紀から古第三紀の
火成岩類を中心に構成されているため，それぞれの特徴が分か
る露頭に案内して頂いた．以下に各地点の詳細を記述する．

STOP 1　濃飛流紋岩の露頭　国道256号線に沿って流れる付
知川の露頭を観察した．ここでは濃飛流紋岩の一部，下呂アッ
シュフローシートの溶結凝灰岩を見ることができた．組織は一
見花崗岩のようにみえるほど非常に粗粒だったが，案内人の植
木さんに教えて頂き，本質レンズなどの溶結凝灰岩に特徴的な
組織を確認することができた．面白い組織を観察できたことも
良かったが，なかなか自分だけでは判断のつかない露頭につい
て，色々と教えて頂けるという巡検の醍醐味を感じた．

STOP 2　苗木・上松花崗岩中のペグマタイト　樫原石材店に
許可をいただき，採石場を見学した．ここ
では典型的な苗木・上松花崗岩と，日本三
大ペグマタイトの１つである苗木のペグマ
タイトを観察することができた．採石場だ
けあって，新鮮な花崗岩が見られたことで
参加者のテンションは徐々に上がっていっ
た．花崗岩自体は中粒であり，採石場の手
前の露頭ではシュリーレンのようなものも
確認できた．ペグマタイトに関しても大き
な晶洞などはなかったが，露頭の一部に脈
状に成長したものや転石として見られるも
のから，ペグマタイトに特徴的な文象構造
が観察できた．

STOP 3　土岐花崗岩（伊奈川花崗岩との
境界部）　恵那市山岡に位置する小里川ダ
ム下の露頭を観察した．地質図では伊奈川
花崗岩との境界付近で，ここでは土岐花崗
岩を見ることができた．岩石は均質で新鮮

花崗岩若手の会　巡検報告

手塚直希（修士2回生）
（関西学院大学大学院　理工学研究科　化学専攻）

院生コーナー

写真1　樫原石材店の採石場（STOP2）での集合写真
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な黒雲母花崗岩だったが，STOP 2や坑道で見た花崗岩とは少
し違った様相であった．露頭の水たまりも凍っているような寒
い中だったが，参加者の皆さんはものともせずに石を観察して
いた（STOP 3観察者談）．（ちなみに私のグループは道を間違
え，ダムの下ではなく“上”に行ってしまったため，はるか眼
下に露頭を観察するはめになった．）

STOP 4　土岐花崗岩（岩体西縁部）　土岐市に流れる土岐川
沿いの露頭を観察した．この地点では高Mg安山岩の貫入（約
60 Ma）や粗粒な花崗岩と細粒な花崗岩が狭い範囲内で見るこ
とができた．アプライト脈なども観察され，周囲には熱水変質
を被ったような特徴的に大きく結晶化した長石類を含む露頭を
観察することもできた．また，火成岩以外にも小断層が所々に
見られ，シュードタキライトを観察することもできた．岩石記
載が不慣れな私にも丁寧に説明して頂けたので，様々な組織を

観察し，理解することができた．

おわりに
　今回の巡検では様々な角度からの花崗岩の観察や，夜間勉強会
における発表・議論をすることができ，私にとって非常に刺激的
なものとなりました．また，植木忠正様，ならびに安江健一様に
は大変お世話になりました．この場を借りて感謝を申し上げます．

院生コーナー

常時投稿をお待ちしています．院生コーナーの編集は現在以下
の４名で行っています．原稿は5000字以内，図・写真３点以内
を目安に，e- mailでいただければ幸いです．
16nd204l@vc.ibaraki.ac.jp	 羽田裕貴（茨城大）
manto.yamada@gmail.com	 山田眞嵩（首都大）
smuto@eps.s.u-tokyo.ac.jp	 武藤　俊（東京大）
716o.nonn@gmail.com	 大山　望（北大）

☆中部支部

お知らせ

日本地質学会中部支部
2018年支部年会

　中部支部では下記のとおり2018年支部年会を開催します．皆
様是非ご参加ください．
日程：2018年6月16日（土）～17日（日）
6月16日（土）講　演
会場：山梨大学教育学部N号館（〒400-8510山梨県甲府市武田
4-4-37）
受付：10:00～　（参加費：2,000円,学生割引有り）
総会：10:30～11:30
シンポジウム：13:00～15:00
「南部フォッサマグナの過去・現在・未来」
講演者：天野一男氏（茨城大学）・松原典孝（兵庫県立大学）
　　　　狩野謙一氏（静岡大学）
　　　　内山　高氏（富士山科学研究所）
　　　　その他，講演依頼中
個人講演（口頭発表）：15:15～16:30
個人講演（ポスターコアタイム）：16:30～17:15（山梨大学大学
会館多目的ホール）
懇親会：18:00-20:00（山梨大学大学会館ラウンジ）（参加費：
1000円程度）

6月17日（日）　地質巡検
南部フォッサマグナ北縁地域の変動地質（定員15名程度）（参
加費：1,000円程度）
バスをチャーターして移動します．
見学予定：八ヶ岳山体崩壊で生じた岩屑流堆積物，糸魚川―静
岡構造線活断層系断層露頭および断層変位地形，八ヶ岳火山溶
岩，ナウマンのフォッサマグナ発想の地（野辺山高原平沢峠）
のしております．
案内者：福地龍郎氏（山梨大学）
日程：山梨大学集合（8:30）→韮崎市雲岸寺周辺の岩屑流堆積
物→下円井断層露頭→白州断層露頭→川俣渓谷吐竜の滝八ヶ岳
火山溶岩→野辺山高原平沢峠→韮崎駅（17:00予定）

宿泊：甲府駅周辺に宿泊施設には以下のものがあります．各自
で予約をお願いします．なお，甲府駅北口から山梨大学までは，
山梨交通バス（武田神社行で山梨大学下車）で5分（片道100
円），徒歩で15分程掛かります．
 ・	ホテルニューステーション（甲府駅北口徒歩１分）
	 http://www.nshotel.jp/
 ・	甲府ターミナルホテル（甲府駅南口徒歩1分）
	 http://www.kofu-tabi.jp/list/terminal.html
 ・	東横INN甲府駅南口2（甲府駅南口徒歩2分）
	 https://www.toyoko-inn.com/search/detail/00132/
 ・	東横INN甲府駅南口1（甲府駅南口徒歩10分）
	 https://www.toyoko-inn.com/search/detail/00072/
　その他にも色々ありますので，以下のホームページを参照し
て下さい。
http://www.kofu-tabi.jp/index.html

CPD：地質技術者への継続教育の一環として，大会参加者・発
表者・巡検参加者へCPD単位を発行します．大会参加と口頭/
ポスター発表の参加証明書は，参加日の15時以降に「CPD受
付」（会場内総合受付付近を予定）においてお渡しします．ま
た，巡検参加者については各コースにおいて案内者よりお渡し
することになります．

【CPD単位】
 ・	ポスター発表：1×ポスター制作時間（h）（上限15）
 ・	口頭発表：5×発表時間（h） 例）15分の場合：5×1/4h=1.25

単位
 ・	学会参加：1×滞在時間
 ・	巡検参加：日帰り＝8単位
参加申込：準備の都合がありますので，5月31日（木）までに
ご参加いただける内容を以下より選び，E-mailまたはハガキに
てお申し込みください．なお，巡検は定員になり次第締め切ら
せていただきます．
参加内容：総会，個人講演（題名と口頭・ポスターの別），懇
親会，地質巡検（連絡先，E-mailが望ましい）
申込先：
E-mail：tfukuchi@yamanashi.ac.jp
郵送（ハガキ）：〒400-8510山梨県甲府市武田4-4-37
山梨大学大学院総合研究部教育学域　福地龍郎 宛（TEL＆
FAX：055-220-8219）

支部コーナー
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　ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140−8−28067
　40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　�中央構造線のネオテクトニクス—その意義と問題点—．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　�中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　�シーケンス層序学—新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻—マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　�Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan—　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　�構造地質　特別号—21世紀の構造地質学にむけて—．狩野謙一ほか編，（売り切れました）
第 51 号　�地震と地盤災害—1995年兵庫県南部地震の教訓—．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　�オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　�本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900 

円，〒360円
第 54 号　�タフォノミーと堆積過程—化石層からの情報解読—小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　�地震イベント堆積物—深海底から陸上までのコネクション—藤原　治ほか編，（売り切れました）
第 59 号　�沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

 リーフレットシリーズ
　大地の動きを知ろう—地震・活断層・地震災害—　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地のいたみを感じよう—地質汚染Geo−Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地をめぐる水—水環境と地質環境—　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
　日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

 地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
　１．箱根火山たんけんマップ—今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
　２�．屋久島地質たんけんマップ—洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい—　2009年３月発行　会員頒価300円
　３�．城ヶ島たんけんマップ—深海から生まれた城ヶ島—　2010年９月発行　会員頒価300円
　４�．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん—樹海にかくされた溶岩の不思議—　2014年３月発行　会員頒価300円
　５�．長瀞たんけんマップ—荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう—　2016年２月発行　会員頒価300円

 地質リーフレットシリーズ
　１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

 下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

 電子書籍シリーズ
　地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］　定価1,380円

 講演要旨集ほか
　第118年見学旅行案内書（2011年水戸）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第117年学術大会講演要旨（2010年富山）	 会員頒価4,000円，〒500円
　第117年見学旅行案内書（2010年富山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第116年見学旅行案内書（2009年岡山）	 会員頒価2,800円，〒500円
　第115年見学旅行案内書（2008年秋田）	 会員頒価2,500円，〒500円
　※�このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．
クリアファイル：学会創立125周年記念オリジナル．A4対応両面カラー．3枚１セット500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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定価400円（会員頒価300円）

①箱根火山たんけんマップー今，生きている火山
②屋久島地質たんけんマップー洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい
③城ヶ島たんけんマップー深海から生まれた城ヶ島

④富士山青木ヶ原溶岩のたんけんー樹海にかくされた溶岩の不思議
⑤長瀞たんけんマップー荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう

シリーズ1～5：好評発売中
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入選：「昔　何もなかった頃」
写真：矢野根滋明（石川県）
撮影場所：石川県加賀市片野海岸
審査委員長講評：加賀市の片野海岸のある軽石凝灰岩の露頭を夕日とと
もに撮影した作品です．インターネットで調べると，作品左側に写って
いる露頭は，かなりりっぱな軽石凝灰岩の露頭のようですが，この作品
ではそのことが伝わってきません．美しい作品ですが，もうすこしジオ
の要素をとりいれて欲しかったと思います．

入選：「風吹く夜に」
写真：西　眞史（東京都）
撮影場所：ベトナム北部　ニンビン
審査委員長講評：ハノイの南東100kmにあるニンビンのロッジ裏から
撮影した作品です．高さ数10mの岩山の向こうに見える月と星々，雲
は流れ，緑がぶれているので風が吹いていることも感じさせます．この
ような星空を撮影した作品で難しいのは，前景の撮影の仕方です．手前
からの照明がないと岩山は真っ暗になり，照明が明るすぎると星空が見
にくくなってしまいます．作者は街路灯やロッジの光がうまく当たる場
所を選んで撮影されたのでしょうか．

第 9 回惑星地球フォトコンテスト：審査結果

入選：「切り立った断崖」（中学・高校生部門）
写真：越智優心（神奈川県）
撮影場所：栃木県　日光華厳滝
審査委員長講評：日光の中禅寺湖に向かう途中の駐車場からエレベーターで
降りるとこの撮影場所，華厳の滝下展望台に着きます．滝を写真の中心に入
れてしまいがちですが，ここでは華厳の滝右側の柱状節理を大きく入れてい
ます．この柱状節理には，柱状節理に直交する板状節理も発達しているのが
分かります．青空の下に新緑もまぶしく，すがすがしい作品となっています．

入選：「日が暮れる」
写真：高橋広太郎（福岡県）
撮影場所：福岡県北九州市小倉南区　平尾台
審査委員長講評：この作品は，福岡県のカルスト台地，平尾台の石灰岩柱を
日没時に撮影したものです．山口県の秋吉台には墓石状の石灰岩柱が多いの
ですが，平尾台には円頂型のものが多いようです．作者はその中から馬蹄形
のものを選んで撮影しました．日没の光で石灰岩の質感をうまく表現しまし
た．
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佳作（計12点）：
惜しくも入選には至らなかったものの，より多くの優れたジオフォ
ト作品を発掘するために「佳作」を設けています．作品画像は学会
HPで紹介します．

「星空に吠える」堀内　勇（和歌山県）
「恐竜」島村直幸（福岡県）
「斜光に浮かぶ柱状節理」大谷　景（北海道）
「塩見岳の美岩」西出　琢（千葉県）
「断崖の記憶から来た人」曳地正刀（福島県）
「富士山型泥火山」木田敦男（福島県）
「蛇石の流れ」古屋　治（長野県）
「幽岩」三橋俊之（神奈川県）
「大地の迷路」黒田朋花（岐阜県）
「美しい宮崎の自然美」野村奈保美（福岡県）
「貌（かお）」若山拓也（岩手県）
「リアス海岸の恵み」久保田修（兵庫県）

※�入選作品，佳作の各作品画像や撮影者からのコメント，地質学的解
説は学会ホームページ「地質フォト」のページに掲載しています．

日本地質学会会長賞：「ワディの河床」
写真：佐藤由理（大分県）
撮影場所：スーダン	 カッサラ州カッサラ　ガシ川
審査委員長講評：ワディとは，豪雨の時だけ水が流れる枯れ川のことです．
グーグルアースで撮影地を調べると上流にも下流にも流路が消えてしまう不
思議な川でした．作者は現地で水資源の仕事に従事されている方なので，作
品を見て解説文を読むといろいろなことが学べます．画面の3分の２をワ
ディのひび割れた河床，遠景に岩山，その間に緑に木々の構成と色のバラン
スも秀逸です．

ジオ鉄賞：「悠々の想い」
写真：門脇正晃（千葉県）
撮影場所：埼玉県長瀞町　荒川　秩父鉄道上長瀞〜親鼻
講評・解説：紅葉の季節の長瀞へ誘う美しいジオ鉄作品です．「県の石」
にも選ばれた片岩．長瀞では三波川結晶片岩の露頭が荒川沿いに露出し
ており，それらを基盤として大正３年に架橋されたのが秩父鉄道秩父本
線の鉄道橋「荒川橋梁」(153m) です．通称親鼻鉄橋とも呼ばれ当時
の面影を残す4段の煉瓦橋脚も見どころのひとつ．宝登山の蝋梅をモ
チーフに塗装された電気機関車デキ502号（ＥＬロウバイ号）と連結
された石灰石専用貨車ヲキ100形・ヲキフ100形編成の運行風景に，
当地が誇る石灰石鉱業の歴史をも実感できる一枚です．（深田研ジオ鉄
普及委員会 藤田勝代）

スマホ賞：「流」
写真：石田英俊（高知県）
撮影場所：高知県吾川郡　仁淀川支流中津川上流　雨竜の滝
審査委員長講評：雨竜の滝は，高知県の上流の仁淀川にかかる滝です．
滝の高さは16mほどですが，堅いチャートを穿ってできたポットホー
ルやチャットの縞模様や色合いが魅力的に撮られています．露出をアン
ダー気味にしたので，滝から落ちる水や濡れた岩肌の質感がよく表現さ
れました．注意深く撮影すればこのような作品がスマホで撮影できるの
ですから，最近のスマホのカメラの進歩には驚かされます．

入選：「尖塔エギュー・ドゥ・ミディ」
写真：高木 嶺（東京都）
撮影場所：フランスシャモニー州,エギュー・ドゥ・ミディ（Aiguille du Midi）
審査委員長講評：エギュー・ドゥ・ミディは，フレンチアルプスの最高所
（3,842m）にある展望台で，ロープーウェイで簡単に行くことができます．
目の前にあるモンブランやグランドジョラスにカメラを向けて終わってしま
いがちですが，ここでは冷静に岩峰を画面中央に配置して観光施設や観光客
をしっかりと写しています．岩峰を構成する岩石もよくわかります．
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撮影場所：青森県下北郡佐井村仏ヶ浦
審査委員長講評：仏ヶ浦は下北半島西部にあ
る景勝地で，2000万年前の海底火山噴火で
噴出した凝灰岩の侵食によってできた断崖・
尖塔が連なっている場所です．陸上・船から
多数の写真が撮影されています．今までに見
たことのないアングルで，この作品を最初に
見た時には仏ヶ浦とはわかりませんでした．
低い撮影姿勢で手前に凝灰岩を大きく，青空
と白雲の向こうの遠景には尖塔を配置してい
ます．手前の凝灰岩や遠景左側の岩は日陰で
すが，うまく露出をコントロールして，質感
を失わないようにしています．爽快感のあ
る，力強い作品です．（※今月号の表紙写真
です）

　このコンテストは今年で9年目を迎え，昨年とほぼ同数の
590点（内ジオ鉄20点，スマホ92点）の応募がありまし
た．応募数がこのように安定してきたのは，地学愛好者だ
けではなく，広く一般の写真愛好者にもジオフォトの分野
が認められてきたからでしょう．一般の写真愛好者からの
応募も本コンテストの趣旨をよく理解された力作が多く集
まり，今年は特に地元の人の頑張りが目立ちました．
　今年の入選や佳作作品では，適度なHDRなどの画像補正
をおこなって自然に見える作品が増えました．またスマホ
作品のクォリティの高さも目立ちます．スマホはコンパク
トデジカメと性能では見劣りがせず，卓越した機動性，位
置や撮影時刻などの記録性ではもっともすぐれたカメラと
なっています．スマホでは普段は気軽に，そして時には気
合いを入れての作品づくりを目指していただきたいと思い
ます．

（総評：審査委員長　白尾元理）

惑星地球フォトコンテスト審査結果第9回第9回 惑星地球フォトコンテスト審査結果

撮影場所：伊那市伊那谷三峰川
審査委員長講評：混濁というタイトルにふさわしく，一目見ただけでは
空中写真を見ているような，顕微鏡を覗いているような，不思議な雰囲
気をもった作品です．この作品ではスケールが不明ですが，これがかえ
って魅力となっています．正面から標本写真のように撮影したのも好感
が持てます．この作品はスマホで撮影したものです．

撮影場所：東牟婁郡古座川町小川　滝の拝
審査委員長講評：「滝の拝」とは変わった名前ですが，和歌山県古座川
にある小さな滝とその周辺のポットホールが多数ある河床のことです．
作者は滑らかに侵食された岩肌と水面に映った紅葉が新鮮に見えたよう
で，その部分のみを切り取って撮影しています．シンプルな画面構成に
センスの良さが感じられます．

優秀賞：「混濁」
写真：小山悠太（長野県）

優秀賞：「異様な光景」
写真：長谷　洋（和歌山県）日本地質学会創立 125周年記念賞：

「月に浮かぶ大瀬崎南火道」
写真：露木孝範（静岡県）

最優秀賞：「神の彫刻」
写真：白山健悦（青森県）

撮影場所：静岡県沼津市　大瀬崎南火道
審査委員長講評：伊豆半島の北西端には大瀬崎があり，その南500ｍに大
瀬崎火道があります．縦位置のこの作品では右半分に大きく大瀬崎火道の溶
岩を，その向こうには愛鷹山と富士山，そして沼津市の街明かりを配置し
ています．大瀬崎南火道に月光が当たる月齢や時間をよく計算された上で撮
影されたのでしょう．足場の悪い海岸を夜に歩いて行かなければなりません
が，勝手を知った地元の人ならでは作品です．

撮影場所：鹿児島県霧島市大浪池付近より（霧島ジ
オパーク）
審査委員長講評：霧島山新燃岳は，今年3月初旬
には噴火が活発となり，溶岩を噴出しました．この
作品はその直前に2011年の溶岩が火口を埋めて
いる様子をドローンで撮影したものです．溶岩の上
に堆積した火山灰，硫黄，水たまり，噴気が克明に
捉えられています．噴火が激しくなると立ち入り規
制が火口から2〜3kmと広がります．一方ドロー
ンは，原則として飛行できるのは目視できる範囲，
飛行高度は直下の地表から150ｍ以下と規制があ
るので，噴火中の撮影は困難が伴います．

ジオパーク賞：「新燃岳」
写真：山田宏作（鹿児島県）
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地質学雑誌　第124巻　第4号（通巻1471号）付録　平成30年4月15日発行（毎月1回15日発行）

日本地質学会

・ 第125年学術大会（札幌大会）予告

　　　　　 会期：2018年9月5日（水）〜 7日（金）

・ 2018年度第10回代議員総会

・ 第9回惑星地球フォトコンテスト審査結果　ほか
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